
此
間
雖
　
弱
不
虧
法
則
同
七
日
立
白
峯
至
白
山
路
六
里
同
八
日
立
白
山
至
引
田
路
六
里
同

九
日
立
引
田
越
阿
波
大
坂
至
紀
津
路
六
里
即
日
酉
始
乗
船
渡
牟
野
口
付
福
良
海
路
四
里
即

子
時
許
至
淡
路
国
賀
集
一
里
同
十
四
日
立
賀
集
至
由
良
七一
里
同
十
五
日
立
由
良
渡
戸
又
云

加
多
渡
海
路
三
里
至
大
谷
亥
時
陸
地
十
一
里
十
六
日
立
大
谷
至
麻
生
津
十
一
里
同
十
七
日
登
山

五
里
即
日
没
後
開
御
影
拝
見
慈
顔
頂
戴
御
物
等
拭
歓
喜
涙
着
住
坊
云
云

同
廿
一
日
奥
院
参
詣
病
身
忘
命
参
詣
之
処
上
下
無
為
不
可
云
云

此
事
写
之
外
種
々
事
等
多
之
右
筆
ニ
不
遑
仍
畧
之
殊
以
為
肝
要
之
所
許
を
事
云
云
脱
ノ

于
時
正
嘉
第
二
之
暦
仲
秋
上
旬
之
候
聊
為
後
摸
之
執
筆
畢
巧
披
見
可
被
唱
念
仏
者
也

　
　
私
云
建
治
三
年
二
月
十
八
日
書
写
畢

む
。
此
の
間
、
　
弱
と
雖
も
法
則
を
虧
か
ず
。
同
七
日
、
白
峯
を
立
ち
て
白
山
に
至

る
。
路
六
里
同
八
日
、
白
山
を
立
ち
て
引
田
に
至
る
。
路
六
里
同
九
日
、
引
田
を
立
ち
て

阿
波
の
大
坂
を
越
へ
、
紀
津
に
至
る
。
路
六
里
即
日
酉
、
始
め
て
船
に
乗
り
牟
野
口
を

渡
り
、
福
良
に
付
く
。
海
路
四
里
即
ち
子
の
時
許
り
、
淡
路
国
賀
集
に
至
る
。
一
里
同

十
四
日
、
賀
集
を
立
ち
て
由
良
に
至
る
。
七
里
同
十
五
日
、
由
良
渡
戸
又
加
多
渡
と
云
ふ
。

海
路
三
里
を
立
ち
て
、
大
谷
に
至
る
。
亥
の
時
、
陸
地
十
一
里
十
六
日
、
大
谷
を
立
ち
て
麻

生
津
に
至
る
。
十
一
里
同
十
七
日
、
山
に
登
る
。
五
里
即
ち
日
没
の
後
、
御
影
を
開
け
慈

顔
を
拝
見
し
、
御
物
等
を
頂
戴
す
。
歓
喜
の
涙
を
拭
い
て
住
坊
に
着
く
と
云
々
。

同
廿
一
日
、
奥
院
参
詣
す
。
病
身
命
を
忘
れ
て
参
詣
の
処
、
上
下
無
為
﹇
言
ふ
﹈
べ
か

ら
ず
と
云
々
。

此
の
事
写
す
の
外
、
種
々
の
事
等
之
多
く
、
右
筆
遑
あ
ら
ず
。
仍
て
之
を
畧
す
。
殊
に

以
て
肝
要
た
る
の
所
許
り
を
事
脱
の
云
々
。
時
に
正
嘉
第
二
の
暦
仲
秋
上
旬
の
候
、
聊

か
後
の
た
め
、
之
を
摸
し
執
筆
巧
み
に
畢
ぬ
。
披
見
、
念
仏
を
唱
へ
ら
る
べ
き
者
な

り
。

　
　

私
云
ふ
、
建
治
三
年
二
月
十
八
日
書
写
し
畢
ぬ
。

　

凡
例

　
一
．
翻
刻
は
、
洲
崎
寺
本
に
な
る
べ
く
忠
実
に
行
っ
た
。
こ
の
た
め
、
返
り
点
等
の
抜
け
や
誤
り
、

ま
た
筆
写
時
の
脱
字
・
誤
字
・
重
複
が
あ
っ
て
も
校
訂
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。

　
二
．
書
き
下
し
は
、
洲
崎
寺
本
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
筆
写
時
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、

他
の
写
本
や
刊
本
を
参
考
に
訂
正
し
た
。
そ
の
際
、
洲
崎
寺
本
の
脱
字
を
補
っ
た
箇
所
は
﹇

　
﹈

内
に
入
れ
、
洲
崎
寺
本
で
の
同
じ
文
言
の
重
複
部
分
は
（

　
）
内
に
入
れ
て
、
文
意
が
通
じ
る

よ
う
に
し
た
。
誤
字
に
つ
い
て
は
適
当
な
文
字
に
訂
正
し
た
が
、
個
別
に
は
表
示
し
て
い
な
い
。
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来
浄
飯
王
宮
生
処
塔
ノ
而一
五
百
廻
ノ
星
霜
相
遷
之
間
唯
遺
基
跡
ヲ
尚一
無
礎
石
于
茲
行
蓮

上
人
去
寛
元
三
年
木
像
御
影
建
立
之
時
即
与
寺
僧
共
評
議
シ
テ
於
此
御
誕
生
処
建
立
一

堂
ヲ
可一
安
置
之
云一
云

因
茲
或
ハ
ハ
ケ
マ
シ
自
力
ヲ
或一
ハ
唱
テ
勧二
進
以一
今
年
建
長
元
年
正
月
十
日
手一
斧
始
同
二

月
二
日
棟
上
大
工
沙
弥
陀
仏
同
年
五
月
八
日
戊
申
寅
時
有
鎮
壇
阿
闍
梨
道
範

以
我
功
徳
力
大
師
加
持
力
及
以
法
界
力
願
我
成
吉
祥
今
此
一
伽
藍
奉
慈
氏
下
生
興
隆
諸

仏
法
利
益
諸
衆
生

 

大
勧
進
阿
闍
梨
道
範

建
長
元
年
五
月
廿
一
日
此
諸
国
流
人
赦
免
之
宣
下
有
之
同
六
月
八
日
件
院
宣
并
六
波
羅

下
知
状
及
長
者
御
房
御
書
状
来
着
仍
即
可
帰
洛
之
所
自
同
十
二
日
本
病
更
発
不
能
出
行一

経
四
十
余
日
付
小
減
臨
帰二
山
之
期
七
年
之
間
世
出
世
之
事
無
内
外
申
談
之
人
之
許
へ
申

遣
云

　
七
年
の
絶
え
怒
む
す
ひ
の
末
乃
露

　
お
な
し
者
ち
す
の
上
尓
阿
楚
は
ん

彼
返
報
云
七
ケ
年
之
　
候
一
生
中
之
大
幸
也
唯
願
世
々
ニ
欲
蒙
御
引
接
云
云

　
末
の
露
お
も
ひ
定
め
怒
身
尓
し
阿
連
徒
と
ふ
古
と
の
者
に
か
ゝ
ら
佐
ら
め
や

追
申
御
帰
山
之
後
ハ
毎
年
一
度
可
令
登
山
之
志
深
候

　
多
の
免
置
し
法
の
志
る
辺
の
灯
乃
重
而
照
す
峯
を
尋
ん

同
七
月
廿
二
三
日
之
比
癘
病
得
小
減
欲
帰
山
之
所
当
国
白
峯
寺
院
主
静
円
備
後
阿
闍
梨
当

年
宿
願
入
壇
所
望
事
近
々
被
歎
申
之
間
病
後
気
力
雖
不
可
堪
作
業
此
寺
国
中
清
浄
蘭
若

崇
徳
院
法
皇
御
霊
廟
也
此
阿
闍
梨
年
紀
六
十
六
練
行
慈
仁
之
器
也
仍
大
師
御
門
流
於
此

寺
永
代
流
伝
事
尤
可
為
興
法
利
人
方
便
之
故
同
七
月
廿
九
日
立
善
通
寺
到
彼
白
峯
路
五

里
八
月
四
日
壬
寅
房
宿
令
云
云
入
壇
伝
法
色
衆
十
人
云
云
同
六
日
彼
寺
本
堂
修
理
供
養
万
荼

羅
供
大
阿
闍
梨
勒
之

来
浄
飯
王
宮
生
処
塔
の
如
し
。
而
し
て
五
日
廻
の
星
霜
相
遷
る
の
間
、
唯
其
の
跡
を
遺

し
、
尚
礎
石
無
し
。
茲
に
お
い
て
行
蓮
上
人
、
去
る
寛
元
三
年
木
像
御
影
建
立
の
時
、

即
ち
寺
僧
と
共
に
評
議
し
て
、
此
の
御
誕
生
処
に
於
い
て
一
堂
を
建
立
し
、
之
を
安
置

す
べ
し
と
云
々
。

茲
に
因
り
て
、
或
い
は
自
力
を
励
ま
し
、
或
い
は
勧
進
を
唱
へ
て
、
今
年
建
長
元
年
正

月
十
日
を
以
て
手
斧
始
め
、
同
二
月
二
日
棟
上
す
。
大
工
沙
弥
陀
仏
。
同
年
五
月
八
日

戊
申
寅
時
、
鎮
壇
有
り
。
阿
闍
梨
道
範
。

　
我
が
功
徳
力
を
以
て

　
大
師
加
持
力

　
及
び
法
界
力
を
以
て

　
願
我
吉
祥
を
成
す

　

　
今
此
の
一
伽
藍

　
慈
氏
の
下
生
を
奉
り

　
諸
仏
法
を
興
隆
し

　
諸
衆
生
を
利
益
す

 

大
勧
進
阿
闍
梨
道
範

建
長
元
年
五
月
廿
一
日
、
此
の
諸
国
流
人
赦
免
の
宣
下
之
有
り
。
同
六
月
八
日
、
件
の

院
宣
并
六
波
羅
の
下
知
状
、
及
び
長
者
御
房
の
御
書
状
来
着
す
。
仍
て
即
ち
帰
洛
す
べ

き
の
所
、
同
十
二
日
よ
り
本
病
更
に
発
す
。
出
行
す
る
こ
と
能
ず
。
四
十
余
日
を
経
て

小
減
に
付
く
。
帰
山
の
期
に
臨
み
、
七
年
の
間
世
出
世
の
事
、
内
外
無
く
こ
れ
を
申
し

談
ず
人
の
許
へ
申
し
遣
は
し
て
云
ふ
、

　
32

七
年
の

　
絶
え
ぬ
む
す
び
の

　
末
の
露

　
お
な
じ
蓮
の

　
上
に
あ
そ
ば
ん

彼
の
返
報
に
云
う
。
七
ケ
年
の
祗
に
候
は
ば
、
一
生
中
の
大
幸
な
り
。
唯
願
は
く
ば
、

世
々
御
引
接
を
蒙
ら
ん
と
欲
す
と
云
々
、

　
33

末
の
露

　
お
も
ひ
定
め
ぬ

　
身
に
し
あ
れ
ど

　
問
ふ
こ
と
の
は
に

　
か
ゝ
ら
ざ
ら
め
や

追
ひ
て
申
す
に
は
、
御
帰
山
の
後
は
毎
年
一
度
登
山
せ
し
む
べ
き
の
志
深
く
候
。

　
34

頼
め
置
き
し

　
法
の
し
る
べ
の

　
灯
の

　
重
ね
て
照
ら
す

　
峯
を
尋
ね
ん

同
七
月
廿
二
三
日
の
比
、
癘
病
小
減
を
得
て
、
山
に
帰
ら
ん
と
欲
す
る
の
所
、
当
国
白

峯
寺
院
主
静
円
備
後
阿
闍
梨
当
年
宿
願
の
入
壇
所
望
の
事
、
近
々
歎
き
申
さ
る
の
間
、
病

後
の
気
力
作
業
に
堪
へ
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
此
の
寺
国
中
清
浄
の
蘭
若
、
崇
徳
院
法

皇
の
御
霊
廟
な
り
。
此
の
阿
闍
梨
、
年
紀
六
十
六
、
練
行
慈
仁
の
器
な
り
。
仍
て
大
師

御
門
流
の
此
の
寺
に
於
い
て
永
代
流
伝
の
事
、
尤
も
興
法
利
人
の
方
便
た
る
べ
し
の

故
、
同
七
月
廿
九
日
、
善
通
寺
を
立
ち
彼
の
白
峯
に
到
る
。
路
五
里
八
月
四
日
壬
寅
房
宿

令
云
々
入
壇
伝
法
す
。
色
衆
十
人
と
云
々
。
同
六
日
、
彼
の
寺
の
本
堂
修
理
供
養
万
荼

羅
供
、
大
阿
闍
梨
之
を
勤

（19）
－ 158 －



同
年
十
一
月
十
七
日
尾
背
寺
参
詣
此
寺
ハ
大
師
善
通
寺
建
立
之
時
杣
山
云
云
本
堂
三
間

四
面
本
仏
御
作
薬
師
三
間
御
影
堂
御
影
并
七
祖
又
天
台
大
師
影
有
之
同
十
八
日
還
向
依

路
次
参
詣
称
名
院
眇
松
林
中
有
九
品
庵
室
本
堂
五
間
彼
院
主
念
々
房
持
仏
堂
松
間
池
上

地
形
殊
勝
彼
院
主
他
行
之
間
追
送
之

　
九
の
草
の
庵
り
と
見
し
ほ
と
に
屋
か
て
蓮
の
台
な
り
け
里

　
九
乃
草
の
庵
り
に
と
め
を
き
し
古
々
ろ
い
ま
な
へ
海
の
西
ま
て

　
　
念
々
房
返

　
結
ひ
置
く
草
の
庵
の
か
ひ
阿
連
は
今
は
蓮
の
台
と
そ
き
く

　
九
の
草
の
庵
り
尓
と
ゝ
め
け
む
君
か
心
越
た
の
む
我
身
そ

称
名
院
へ
の
愚
状
を
三
品
房
の
許
へ
被
送
タ
リ
ケ
ル
其
返
状
ニ
云

善
通
寺
御
札
加
拝
見
令
返
上
候
彼
歴
覧
之
時
不
参
会
之
条
生
前
遺
恨
候
猶
々
御
光
臨
候

者
我
願
充
満
衆
望
亦
可
足
候
者
也
兼
又
二
首
御
詠
万
感
無
極
候
捧
五
首
之
腰
折
述
千
廻

之
心
緒
而
已

　
君
な
ら
て
誰
か
覚
ら
ん
草
の
庵
屋
が
て
蓮
の
台
成
と
は

　
九
品
の
蓮
の
露
に
屋
と
り
け
ん
月
の
光
り
を
見
怒
そ
か
な
し
き

　
と
ゝ
め
け
ん
心
の
底
越
志
る
へ
尓
て
此
山
里
尓
住
人
も
か
那

　
い
か
ゝ
し
て
君
か
御
法
の
灯
を
聞
き
御
山
の
庵
に
照
さ
ん

　
君
か
た
の
む
寺
の
昔
の
聖
り
こ
そ
此
山
里
に
住
家
志
め
け
連

当
寺
ハ
弘
法
大
師
御
建
立
旧
跡
云
云
便
宜
之
時
以
此
旨
可
令
洩
達
給
恐
惶
謹
言

　
　
十
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
上
品
判

十
一
月
十
八
日
参
詣
滝
寺
坂
十
六
丁
此
寺
東
向

高
山
有
滝
古
寺
礎
石
等
所
々
有
之
本
堂
五
間
本
仏
御
作
千
手
云
云

一
　
誕
生
院
縁
起
之
事

右
当
所
者
弘
法
大
師
御
誕
生
処
也
昔
ハ
定
有
精
舎
宛
モ
如
尺
迦
如

同
年
十
一
月
十
七
日
尾
背
寺
参
詣
す
。
此
の
寺
は
、
大
師
善
通
寺
御
建
立
の
時
の
杣
山

な
り
。
本
堂
は
三
間
四
面
、
本
仏
は
御
作
の
薬
師
な
り
。
三
間
の
御
影
堂
、
御
影
并
に

七
祖
又
天
台
大
師
の
影
之
在
り
。
同
十
八
日
還
向
す
。
路
次
に
依
り
、
称
名
院
に
参
詣

す
。
眇
﹇
々
た
る
﹈
松
林
の
中
に
、
九
品
庵
室
有
り
。
本
堂
五
間
、
彼
の
院
主
は
念
々

房
な
り
。
持
仏
堂
、
松
間
池
上
の
地
形
殊
勝
な
り
。
彼
の
院
主
は
他
行
之
間
、
追
て
之

を
送
る
。

　
23

九
の

　
草
の
庵
り
と

　
見
し
ほ
ど
に

　
や
が
て
蓮
の

　
台
と
な
り
け
り

　
24

九
の

　
草
の
庵
り
に

　
と
め
を
き
し

　
心
い
ざ
な
へ

　
海
の
西
ま
で

　
　

念
々
房
の
返
し

　
25

結
び
置
く

　
草
の
庵
の

　
か
ひ
あ
れ
ば

　
今
は
蓮
の

　
台
と
ぞ
聞
く

　
26

九
の

　
草
の
庵
り
に

　
と
ゞ
め
け
む

　
君
の
心
を

　
た
の
む
我
身
ぞ

称
名
院
へ
の
愚
状
を
三
品
房
の
許
へ
送
ら
れ
た
り
け
る
。
其
の
返
状
に
云
ふ
。

善
通
寺
御
札
、
拝
見
を
加
へ
返
上
せ
し
め
候
。
彼
の
歴
覧
の
時
、
不
参
会
の
条
、
生
前

の
遺
恨
に
候
。
猶
々
御
光
臨
候
は
ば
我
が
願
既
に
満
ち
、
衆
望
も
亦
足
る
べ
き
候
者
な

り
。
兼
て
又
二
首
の
御
詠
、
万
感
極
ま
り
無
く
候
。
五
首
の
腰
折
れ
を
捧
げ
、
千
廻
の

心
緒
を
述
べ
て
已
む
。

　
27

君
な
ら
で

　
誰
か
覚
ら
ん

　
草
の
庵

　
や
が
て
蓮
の

　
台
な
り
と
は

　
28

九
品
の

　
蓮
の
露
に

　
や
ど
り
け
ん

　
月
の
光
を

　
見
る
ぞ
か
な
し
き

　
29

と
ゞ
め
け
ん

　
心
の
底
を

　
し
る
べ
に
て

　
此
山
里
に

　
住
人
も
が
な

　
30

い
か
ゞ
し
て

　
君
が
御
法
の

　
灯
を

　
闇
き
み
山
の

　
庵
に
照
さ
ん

　
31

君
が
た
の
む

　
寺
の
昔
の

　
聖
り
こ
そ

　
此
山
里
に

　
住
家
し
め
け
れ

常
寺
ハ
弘
法
大
師
御
建
立
の
旧
跡
と
云
々
。
便
宜
の
時
、
此
の
旨
を
以
て
洩
達
せ
し
め

給
ふ
可
し
。
恐
惶
謹
言
。

　
　

十
二
月
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
品
判

十
一
月
十
八
日
、
滝
寺
に
参
詣
す
。
坂
十
六
丁
此
の
寺
東
向
高
山
に
滝
有
り
。
古
寺
の
礎

石
等
、
所
々
に
之
有
り
。
本
堂
五
間
、
本
仏
御
作
の
千
手
と
云
々
。

一
　

誕
生
院
縁
起
の
事

右
当
所
は
、
弘
法
大
師
御
誕
生
処
な
り
。
昔
は
定
め
て
精
舎
あ
り
。
あ
た
か
も
釈
迦
如

（18）
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宝
治
二
年
戌
申
四
月
之
比
依
高
野
二
品
親
王
仰
摸
当
寺
御
影
此
事
去
年
雖
被
下
御
使
当

国
無
浄二
行
仏
師
之一
由
依
申
上
今
年
被
下
仏
師
成一
祐
鏡
明
房
奉
摸
写
之
所
詣
仏
師
四
月
五

日
出
京
九
日
下
着
堀
江
津
同
十
一
日
当
寺
参
詣
同
十
三
日
作
紙
形
当
日
於
御
影
堂
ニ
仏

師
ニ
授
梵二
網
十
戒
其
後
始
紙
形
自
同
十
四
日
図一
絵
同
十
八
日
終
其
功
所
奉
摸
之
御
影
其

御
影
形
色
毫
釐
モ
無
違
本二
御
影
云一
云
同
十
八
日
依
寺
僧
評
議
今
此
仏
師
彼
押
本
御
影
之

裏
加
御
修
理
云
云
已
上
此
等
間
不
出
御
影
堂
仏
師
下
着
之
時
院
主
絹
一
疋

　
三
昧
各
浅
黄
一
切

給
之
凡
此
御
影
者
当
寺
之
古
老
相
伝
ニ
云
大
師
御
入
唐
ノ
時
為
御
母
儀
自一
摸
置
我
影
像
ヲ一

為
告
面
之
孝
御
ス
云
云

　
此
御
影
上
洛
事

承
元
三
年
隠
岐
院
御
時
在
佐
大
臣
殿
当
国
ニ
司
之
間
依
院
宣
被
奉
迎
寺
僧
再
三
日
上
古

不
奉
出
御
影
堂
之一
由
雖
令
言
上
子
細
数
度
依
被
仰
下
寺
僧
等
頂
戴
令
上
洛
御
拝
見
之
後

被
奉
摸
之
絵
師
御
下
向
之
時
生
野
ニ
六
丁
免
田
寄
進
云
云
嘉
禄
元
年
九
条
禅
定
殿
下
摂

録
御
時
奉
拝
之
又
摸
写
之
絵
師
七
郎
唐
人
御
下
向
之
時
免
田
三
丁
寄
進
云
云

同
年
六
月
二
日
御
上
洛
同
十
五
日
高
野
参
着
即
有
御
拝
見
御
歓
喜
云
云
同
十
八
日
御
報

書
云
云
御
影
無
為
奉
渡
事
返
々
悦
入
候
宿
善
開
発
数
及
落
涙
心
中
可
被
察
之
云
云
同
年

十
月
廿
七
日
伊
与
国
寒
川
ノ
地
頭
小
河
六
郎
祐
長
建
立二
一
堂
三
尊
供一
養
導
師
勤
之
彼
路
頭

ニ
比
女
ノ
八
幡
ト
云
所
ア
リ
讃
岐
ノ
内
其
所
ニ
大
楠
ノ
木
ノ
本
ヲ
半
出
ノ
阿
弥
陀
仏
ヲ
造
テ

堂
ヲ
ツ
ク
リ
覚
リ
其
木
ノ
末
ハ
大
ニ
サ
カ
ヘ
テ
カ
レ
ヌ

　
楠
の
木
も
本
の
さ
と
り
を
ひ
ら
き
つ
ゝ
仏
の
身
と
も
成
り
に
け
る
か
な

同
廿
八
日
舞
楽
同
廿
九
日
還
向
ノ
次
ニ
琴
曳
ト
云
宮
マ
ウ
ツ
讃
岐
内
此
宮
昔
ハ
八
幡
大

　

筑
紫
ヨ
リ
此
所
ニ
ヲ
チ
ツ
キ
テ
京
ノ
八
幡
ヘ
ハ
わ
た
ら
せ
給
其
御
舟
ノ
舶
ト
御
琴
ト
ヲ
宮
内

ニ
ツ
ク
リ
コ
メ
タ
リ
サ
テ
琴
曳
ト
云
山
ノ
様
京
ノ
ヤ
ハ
タ
ノ
山
ノ
形
也
三
面
ハ
海
也
殊
勝

地
形

　
松
風
尓
昔
の
志
ら
へ
か
よ
ひ
来
て
今
に
跡
阿
る
琴
曳
の
山

宝
治
二
年
戌
申
四
月
之
比
、
高
野
二
品
親
王
の
仰
せ
に
依
り
、
当
寺
の
御
影
を
摸
す
。

此
の
事
去
年
御
使
を
下
さ
る
と
雖
も
、
当
国
に
浄
行
仏
師
無
き
の
由
申
し
上
ぐ
る
に
依

り
、
今
年
仏
師
成
祐
鏡
明
房
を
下
さ
れ
、
之
を
摸
写
し
奉
る
。
所
詣
の
仏
師
、
四
月
五

日
出
京
し
、
九
日
堀
江
津
に
下
着
す
。
同
十
一
日
当
寺
に
参
詣
す
。
同
十
三
日
紙
形
を

作
る
。
当
日
御
影
堂
に
於
い
て
、
仏
師
に
梵
網
十
戒
を
授
く
。
其
の
後
紙
形
を
始
め
、

同
十
四
日
よ
り
図
絵
し
、
同
十
八
日
其
の
功
を
終
う
。
摸
し
奉
る
所
之
其
の
御
影
、
形

色
毫
釐
も
本
の
御
影
と
違
う
こ
と
な
し
と
云
々
。
同
十
八
日
寺
僧
評
議
に
依
り
、
今
此

の
仏
師
改
め
て
本
の
御
影
の
裏
を
押
し
、
御
修
理
を
加
ふ
と
云
々
。
已
上
此
等
の
間
、

御
影
堂
を
出
ず
。
仏
師
下
着
の
時
、
院
主
絹
一
疋
、
三
昧
各
浅
黄
一
切
之
を
給
す
。
凡

そ
此
の
御
影
は
、
当
寺
の
古
老
の
相
伝
に
云
く
、
大
師
御
入
唐
の
時
、
御
母
儀
の
た
め

自
ら
我
が
御
影
像
を
摸
し
置
き
、
告
面
の
孝
と
な
し
御
す
と
云
々
。

　
此
の
御
影
上
洛
の
事

承
元
三
年
隠
岐
院
の
御
時
、
在
佐
大
臣
殿
当
国
に
司
る
の
間
、
院
宣
に
依
り
て
迎
へ
奉

ら
る
。
寺
僧
再
三
に
曰
く
、
上
古
御
影
堂
を
出
奉
ら
ず
の
由
、
子
細
を
言
上
せ
し
む
と

雖
も
、
数
度
仰
せ
下
せ
ら
る
に
依
り
、
寺
僧
等
頂
戴
し
上
洛
せ
し
め
御
拝
見
の
後
、
之

を
摸
し
奉
ら
る
。
絵
師
御
下
向
の
時
、
生
野
に
六
丁
の
免
田
寄
進
す
と
云
々
。
嘉
禄
元

年
九
条
禅
定
殿
下
摂
録
の
御
時
、
之
を
拝
し
奉
り
、
又
摸
写
の
絵
師
七
郎
唐
人
御
下
向

の
時
、
免
田
三
丁
寄
進
す
と
云
々
。

同
年
六
月
二
日
御
上
洛
。
同
十
五
日
高
野
参
着
し
、
即
ち
御
拝
見
有
り
、
御
歓
喜
と

云
々
。
同
十
八
日
御
報
書
と
云
々
。
御
影
無
為
に
渡
り
奉
る
事
、
返
す
く
悦
び
入
り
候
。

宿
善
の
開
発
し
ば
し
ば
落
涙
に
及
び
、
心
中
之
を
察
せ
ら
る
べ
き
と
云
々
。
同
年
十
月
廿

七
日
、
伊
予
国
寒
川
の
地
頭
小
河
六
郎
祐
長
一
堂
を
建
立
す
。
三
尊
供
養
の
導
師
之
を
勤
む
。

彼
の
路
頭
に
比
女
の
八
幡
と
云
ふ
所
あ
り
。
讃
岐
の
内
。
其
の
所
に
大
楠
の
木
の
本
を
半

出
の
阿
弥
陀
仏
に
造
り
て
堂
を
造
り
覚
へ
り
。
其
の
木
の
末
は
大
い
に
栄
へ
て
枯
れ
ぬ
。

　
21

楠
の
木
も

　
本
の
悟
り
を

　
開
き
つ
ゝ

　
仏
の
身
と
も

　
成
り
に
け
る
か
な

同
廿
八
日
舞
楽
、
同
廿
九
日
還
向
の
次
に
琴
曳
と
云
ふ
宮
詣
づ
。
讃
岐
の
内
。
此
の
宮

は
昔
八
幡
大

　
筑
紫
よ
り
此
の
所
に
落
ち
着
き
て
、
京
の
八
幡
へ
ば
渡
ら
せ
給
ふ
。
其

の
舟
の
舶
と
御
琴
と
を
宮
内
に
作
り
こ
め
た
り
。
さ
て
琴
曳
と
云
ふ
山
の
様
は
、
京
の

八
幡
の
山
の
形
な
り
。
三
面
は
海
な
り
。
殊
勝
の
地
形
な
り
。

　
22

松
風
に

　
昔
の
し
ら
べ

　
か
よ
ひ
来
て

　
今
に
跡
あ
る

　
琴
曳
の
山

（17）
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野
ノ
大
門
ニ
テ
チ
カ
〳
〵
ト
見
ヘ
侍
レ
ハ
其
国
尓
て
も
南
山
ハ
サ
ハ
〳
〵
ト
見
侍
ラ
ム
浦

山
敷
こ
と
と
て

　
君
盤
な
越
見
て
や
な
く
さ
む
者
那
連
怒
る
高
野
の
山
の
峯
の
白
雲

サ
テ
モ
又
此
居
所
ハ
大
師
御
誕
生
の
座
跡
な
連
者
御
建
立
ノ
伽
藍
于
今
少
々
現
存
就
中

大
師
御
真
筆
の
御
影
常
ニ
拝
見
是
愁
之
中
の
喜
な
る
由
申
て

　
世
尓
出
て
見
徒
か
ら
と
む
る
影
よ
り
楚
入
尓
し
月
の
形
を
も
見
る

以
上
両
首
の
返
し
淡
路

　
高
野
山
峯
の
白
雲
跡
絶
て
む
那
し
幾
空
尓
雨
そ
古
本
る
ゝ

　
入
月
も
日
加
り
や
共
尓
な
ら
ふ
ら
ん
三
津
か
ら
と
め
し
影
耳
う
徒
り
て

寛
元
三
年
十
月
廿
一
日
出
雲
国
配
学
円
房
阿
闍
梨
法
性
延
テ
自
サ
リ
已
死
門
之
命
ヲ
誓

以
廿
一
日
為
閉
眼
之
期
ト
是一
大
師
引
接
炳
然
也
同
十
二
月
十
八
日
自
本
山
告
遣
之
聞
之

周
章
悶
乱
悲
泣
哀
慟
彼
阿
闍
梨
者
自
少
年
同
学
也
交
如
芝
蘭
眼
同
膠
漆
加
之
受
伝
法
灌

頂
於
先
師
法
眼
和
上
位
既
為
秘
密
血
脈
一
門
顕
密
因
縁
旁
以
深
離
別
哀
傷
豈
以
浅
乎
仍

自
同
十
九
日
始
行
阿
弥
陀
護
摩
五一
十
ケ
日
泣
資
彼二

　
其一
後
自
行
念
誦
等
之
時
為
廻
向
随

一
是
為
蒙
彼
還
来
引
接
也
彼
安
芸
無
常
此
出
雲
電
光
哀
傷
一
意

　
か
た
〳
〵
の
も
と
の
志
つ
く
ハ
ち
り
怒
な
り
い
津
か
我
身
の
末
の
白
露

同
年
十
二
月
十
六
日
高
野
浄

　
院
阿
闍
梨
尚
祚
覚
禅
房
去
十
一
月
廿
五
日
逝
去
之
由
同
朋

来
テ
告
未
聞レ
終ニ
其
詞
嗚
咽
悶
絶
彼
阿
闍
梨
者
花
王
法
水
稟
源
禅
林
教
風
伝
心
因
之
事
相

教
相
互
開
蒙
霧
世一
間
出
世
倶
無
内二
外
矣一

彼
賢
哲
者
愚
質
ニ
紀
之
法
弟
也
而
冥
途
前
後
泣

而
有
余二
凡
一
山
学
徒
滅
法
灯
失
恵
日
為
之
如
何
哉
筆
与
涙
相
和
記
之

　
高
野
山
流
連
し
水
も
か
れ
ぬ
な
り
草
木
は
い
か
ゝ
た
年
を
き
さ
ら
ん

野
の
大
門
に
て
近
々
と
見
え
侍
れ
ば
、
其
の
国
に
て
も
南
山
は
さ
は
さ
は
と
見
へ
侍
ら

む
。
羨
ま
し
き
こ
と
と
て
、

　
15

君
は
な
を

　
見
て
や
な
ぐ
さ
む

　
離
れ
ぬ
る

　
高
野
の
山
の

　
峯
の
白
雲

さ
て
も
又
、
此
の
居
所
は
大
師
御
誕
生
の
座
跡
な
れ
ば
、
御
建
立
の
伽
藍
今
に
お
い
て

少
々
現
存
し
、
就
中
大
師
御
真
筆
の
御
影
常
に
拝
見
す
。
是
愁
の
中
の
喜
び
な
る
由
申

し
て

　
16

世
に
出
て

　
自
ら
と
む
る

　
影
よ
り
そ

　
入
に
し
月
の

　
形
を
も
見
る

以
上
両
首
の
返
し
、
淡
路

　
17

高
野
山

　
峯
の
白
雲

　
跡
絶
へ
て

　
む
な
し
き
空
に

　
雨
ぞ
こ
ぼ
る
ゝ

　
18

入
月
も

　
ひ
か
り
や
共
に

　
な
ら
ふ
ら
ん

　
自
ら
と
め
し

　
影
に
う
つ
り
て

寛
元
三
年
十
月
廿
一
日
、
出
雲
国
に
配
す
る
学
円
房
阿
闍
梨
法
性
、
自
ら
さ
り
已
む
死

門
の
命
を
延
て
、
誓
ふ
て
廿
一
日
を
以
て
閉
眼
の
期
と
な
す
。
是
、
大
師
の
引
接
炳
然

な
り
。
同
十
二
月
十
八
日
、
本
山
よ
り
之
を
告
げ
遣
す
。
之
を
聞
き
周
章
悶
乱
し
、
悲

泣
哀
慟
す
。
彼
の
阿
闍
梨
は
、
少
年
よ
り
同
学
な
り
。
交
わ
り
て
芝
蘭
の
如
く
、
眼
膠

漆
に
同
じ
。
之
に
加
ふ
る
に
、
伝
法
灌
頂
を
先
師
法
眼
和
上
位
に
受
け
、
既
に
秘
密
の

血
脈
一
門
と
な
り
、
顕
密
の
因
縁
か
た
が
た
以
て
深
し
。
離
別
の
哀
傷
、
豈
以
て
浅
か

ら
ん
哉
。
仍
て
同
十
九
日
よ
り
、
阿
弥
陀
護
摩
を
始
行
す
る
こ
と
五
十
ケ
日
。
泣
い
て

彼
の
菩
提
を
資
す
。
其
の
後
、
自
ら
念
誦
等
を
行
ふ
の
時
、
廻
向
随
一
な
り
。
是
彼
の

還
来
引
接
を
蒙
る
た
め
な
り
。
彼
の
安
芸
無
常
、
此
の
出
雲
電
光
、
哀
傷
の
一
意

　
19

か
た
が
た
の

　
も
と
の
し
づ
く
は

　
散
り
ぬ
な
り

　
い
つ
か
我
身
の

　
末
の
白
露

同
年
十
二
月
十
六
日
、
高
野
山
浄
菩
提
院
の
阿
闍
梨
尚
祚
覚
禅
房
、
去
る
十
一
月
廿
五

日
逝
去
の
由
、
同
朋
来
り
て
告
ぐ
。
未
だ
終
わ
り
の
其
の
詞
を
聞
か
ず
、
嗚
咽
悶
絶

す
。
彼
の
阿
闍
梨
は
、
花
王
の
法
水
源
に
稟
し
、
禅
林
教
風
心
を
伝
ふ
。
之
に
因
り
事

相
教
へ
、
相
互
に
蒙
露
を
開
き
、
世
間
の
出
世
倶
に
内
外
に
無
し
矣
。
彼
の
賢
哲
は
、

愚
質
二
紀
の
法
弟
な
り
。
而
し
て
冥
途
前
後
す
る
こ
と
、
泣
き
て
余
り
有
り
。
凡
そ
一

山
の
学
徒
法
灯
を
滅
し
恵
日
を
失
ひ
、
之
を
為
さ
ん
と
す
る
こ
と
如
何
哉
。
筆
と
涙
と

相
和
し
て
之
を
記
す
。
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高
野
山

　
流
れ
し
水
も

　
か
れ
ぬ
な
り

　
草
木
は
い
か
ゞ

　
た
ね
を
き
さ
ら
ん
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高
野
山
岩
の
む
ろ
戸
尓
澄
月
の
此
ふ
も
と
に
よ
り
出
け
る
か
さ
は

此
御
誕
生
所
者
西
方
ニ
五
岳
山
ト
云
テ
五
仏
之
高
山
ノ
有
ル
其
麓
也
同
日
午
刻
於
講
堂
ニ一

有
法
花
講
大
師
御
報
恩
ト
云
云
其
後
有
童
舞
云
云
其
日
及
晩
景
不
能
還
向
即
通
夜
御
影

堂
云
云
翌
日
宇
足
津
ニ
帰
寛
元
々
年
九
月
十
五
日
善
通
寺
ニ
移
住
ス
寺
僧
等
兼
而
大
師
御

誕
生
所
ノ
傍
ニ
庵
室
を
構
テ
給
ヘ
リ
同
月
廿
一
日
大
師
至
御二
行
道
所
ニ
世一
ニ
号
世
坂
ト
参一

詣
ス
其
路
嶮
岨
嵯
峨
老
骨
雖
攀
躋
只
人
ニ
タ
ス
ケ
ラ
レ
テ
登
至
る
此
行
道
ノ
路
ニ
ハ
于
今

草
不
生
清
浄
寂
寞
タ
リ
南
北
諸
国
皆
見
テ
眺
望
疲
眼
此
行
道
所
ハ
五
岳
ノ
中
岳
ノ
我
拝
師

山
ノ
西
ノ
岫
也
大
師
此
所
ニ
観
念
経
行
之
間
中
岳
青
巖
ノ
緑
松
ノ
上
尺
迦
如
来
乗
雲
来

臨
影
現
玉
フ
大
師
拝
玉
フ
之
故
云
我二
拝
師
山
ト
也一
此
行
道
所
ニ
数
刻
大
仏
頂
宝
篋
印
等
陁

羅
尼
ヲ
満
テ
眼
所
及
海
生
山
獣
等
ノ
益
生
ニ
ア
ツ
如
来
影
現
事
貴
ク
目
出
覚
ヘ
テ

　
王
し
の
山
徒
祢
に
す
無
な
る
夜
半
能
月
来
リ
て
照
春
峯
尓
そ
有
希
る

十
月
の
此
南
大
門
ニ
出
テ
南
方
名
山
等
眺
望
南
大
門
前
路
弘
三
丈
五
尺
長
八
町
左
右
ニ

卒
都
婆
多
立
テ
其
門
ノ
東
脇
ニ
古
大
松
ア
リ
寺
僧
云
昔
西
行
此
松
ノ
下
ニ
七
日
七
夜
籠
居

テ　
飛
さ
に
経
て
我
か
後
の
世
を
問
へ
よ
松
跡
忍
へ
き
人
も
な
き
身
そ

と
よ
免
る
に
よ
り
て
此
松
ヲ
ハ
西
行
カ
松
ト
申
也
ト
申
越
き
ゝ
て

　
ち
幾
り
置
て
西
へ
行
け
る
跡
尓
来
て
我
も
終
を
松
の
下
風

寛
元
二
年
甲
辰
正
月
之
頃
当
寺
ノ
童
舞
装
束
被
調
事
并
会
日
発
願
文
事
同
六
月
十
五
日

夜
多
度
郡
田
所
入
道
号
堀
池
入
道
随
仏
夢
想
ニ
云
御
誕
生
所
之
石
壇
ノ
南
ノ
辺
ニ
大
ナ
ル
蓮

花
生
タ
リ
茎
ノ
長
六
尺
大
衆
合
許
初
ハ
合
て
漸
開
其
色
香
花
甚
妙
也
諸
人
集
会
シ
テ
拝
見

之
随一
仏
作
奇二
特
之
想
問一
云
是
何
ナ
ル
蓮
花
ソ
如
是
大
ニ
妙
な
る
人
答
曰
是
ハ
高
野
上
人

御
房
ノ
蓮
花
云
云
合
掌
瞻
仰
シ
テ
夢
覚
畢
同
八
月
之
比
淡
路
国
ナ
ル
人
ノ
許
エ
修
行
者
ノ
便

ニ
文
ツ
カ
ワ
ス
状
ニ
此
離
山
三
年
ニ
ナ
リ
在
国
両
歳
ニ
ナ
ル
事
本
山
恋
慕
羇
旅
ノ
艱
難
定

同
心
也
抑
其
淡
路
島
ハ
高
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高
野
山

　
岩
の
む
ろ
戸
に

　
澄
む
月
の

　
此
ふ
も
と
よ
り

　
出
け
る
か
さ
は

此
の
御
誕
生
所
は
西
方
に
五
岳
山
と
云
ひ
て
、
五
仏
之
高
山
の
有
る
、
其
の
麓
な
り
。

同
日
午
刻
、
講
堂
に
於
い
て
法
花
講
有
り
。
大
師
の
御
報
恩
と
云
々
。
其
の
後
、
童
舞

有
り
と
云
々
。
其
の
日
、
晩
景
に
及
び
還
向
す
る
こ
と
能
は
ず
。
即
ち
、
御
影
堂
に
通

夜
す
と
云
々
。
翌
日
、
宇
足
津
に
帰
る
。
寛
元
元
年
九
月
十
五
日
、
善
通
寺
に
移
住

す
。
寺
僧
等
、
兼
て
大
師
御
誕
生
所
の
傍
に
庵
室
を
構
へ
て
給
へ
り
。
同
月
廿
一
日
、

大
師
の
御
行
道
所
に
至
る
。
世
に
世
坂
と
号
し
、
参
詣
す
。
其
の
路
、
嶮
岨
嵯
峨
と
し

て
、
老
骨
攀
躋
と
雖
も
只
人
に
助
け
ら
れ
て
登
り
至
る
。
此
の
行
道
の
路
に
は
、
今
に

草
生
え
ず
、
清
浄
寂
寞
た
り
。
南
北
の
諸
国
皆
見
へ
て
、
眺
望
眼
を
疲
れ
さ
す
。
此
の

行
道
所
は
、
五
岳
の
中
岳
の
我
拝
師
山
の
西
の
岫
な
り
。
大
師
此
の
所
に
観
念
経
行
の

間
、
中
岳
青
巖
の
緑
松
の
上
に
釈
迦
如
来
雲
に
乗
り
来
臨
影
現
し
玉
ふ
。
大
師
拝
み
玉

ふ
の
故
、
我
拝
師
山
と
云
ふ
也
。
此
の
行
道
所
に
数
刻
、
大
仏
頂
宝
篋
印
等
の
陀
羅
尼

を
、
満
眼
の
及
ぶ
所
海
生
山
獣
等
の
益
生
に
宛
つ
。
如
来
影
現
の
事
、
貴
く
目
出
に
覚

へ
て

　
12

鷲
の
山

　
常
に
住
む
な
る

　
夜
半
の
月

　
来
り
て
照
ら
す

　
峯
に
ぞ
有
け
る

十
月
の
比
、
南
大
門
に
出
て
南
方
の
名
山
等
眺
望
す
。
南
大
門
前
の
路
、
弘
さ
三
丈
五

尺
、
長
さ
八
町
、
左
右
に
卒
都
婆
多
く
立
ち
て
、
其
の
門
も
東
脇
に
古
大
松
あ
り
。
寺

僧
云
く
、
昔
西
行
此
の
松
の
下
に
七
日
七
夜
籠
り
居
て

　
13

ひ
さ
に
経
て

　
我
が
後
の
世
を

　
問
へ
よ
松

　
跡
忍
ぶ
べ
き

　
人
も
な
き
身
ぞ

と
よ
め
る
に
よ
り
て
、
此
の
松
を
は
西
行
が
松
と
申
す
也
と
申
す
を
聞
き
て

　
14

ち
ぎ
り
置
て

　
西
へ
行
き
け
る

　
跡
に
来
て

　
我
も
終
わ
り
を

　
松
の
下
風

寛
元
二
年
甲
辰
正
月
之
比
、
当
寺
の
童
舞
装
束
調
べ
ら
る
ゝ
事
、
并
に
会
の
日
の
発
願

文
の
事
、
同
六
月
十
五
日
の
夜
、
多
度
郡
田
所
入
道
堀
池
入
道
随
仏
と
号
す
夢
想
に
云
ふ
。

御
誕
生
所
の
石
壇
の
南
の
辺
に
、
大
な
る
蓮
花
生
じ
た
り
。
茎
の
長
さ
六
尺
、
大
き
さ

衆
合
許
。
初
め
は
合
て
漸
く
開
き
、
其
の
色
香
花
甚
だ
妙
な
る
。
諸
人
集
会
し
て
之
を

拝
見
す
。
随
仏
奇
特
の
想
を
作
り
、
問
う
て
云
ふ
。
是
何
な
る
蓮
花
ぞ
、
是
の
如
く
大

い
に
妙
な
る
。
人
、
答
へ
て
曰
く
、
是
は
高
野
上
人
御
房
の
蓮
花
な
り
と
云
々
。
合
掌

瞻
仰
し
て
夢
覚
め
畢
ぬ
。
同
八
月
之
比
、
淡
路
国
な
る
人
の
許
え
修
行
者
の
使
に
文
遣

わ
す
状
に
、
此
の
離
山
三
年
に
な
り
、
在
国
両
歳
に
な
る
事
、
本
山
恋
慕
、
羇
旅
の
艱

難
、
定
め
て
同
心
な
り
。
そ
も
そ
も
其
の
淡
路
島
は
高
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被
ルレ

預
ケ

十
五
日
在
家
五
六
丁
許
引
上
リ
テ
堂
舎
一
宇
僧
坊
少
々
有
所
ニ
移
シ
ス
エ
ラ
ル
此
処
地

形
殊
勝
望
東レ
孤
山
擎
テ
夜
月
ヲ
勤
月二
輪
観
之
思
ヲ
顧一
西レ
遠
島
含
夕
日
ヲ
催一
日二
想
観
之
心

ヲ
後一
ロ
ニ
ハ
松
山
聳
テ
海
中
ニ
至
る
前
ヘ
者
潮
満
ツ
時
砌
近
ク
指
シ
入
ル

　
佐
ひ
し
さ
を
い
か
て
多
え
末
し
松
の
風
浪
も
音
せ
ぬ
住
家
な
り
セ
ハ

サ
テ
常
尓
後
の
山
ニ
登
リ
テ
海
上
島
々
を
眺
望
シ
テ
為
海
中
鱗
類
ノ
作一
自二
性
能
加
持
之
法

ヲ
有一
時
ハ
浦
ニ
出
テ
向
ノ
山
々
ヲ
問
へ
ハ
備
前
ノ
小
島
備
中
備
後
迄
見
渡
る
小
石
尓
光
明

真
言
等
ヲ
書
テ
海
中
ニ
入
ル
宝
篋
印
陀
羅
尼
ヲ
誦
シ
テ
鱗
類
ノ
離
苦
海
ニ
廻
向
ス
或
時
山
ニ

登
テ
見
ワ
タ
シ
テ

　
う
た
つ
か
た
此
松
か
け
尓
風
立
テ
ハ
島
の
阿
那
た
も
一
ツ
白
浪

三
月
廿
一
日
善
通
寺
江
詣
テ
大
師
ノ
聖
跡
を
巡
礼
ス
金
堂
ハ
二
階
七
間
也
青
龍
寺
ノ
金

堂
を
被
タ
ル
摸
ト
テ
二
階
ニ
各
今
少
引
入
リ
テ
モ
コ
シ
ア
ル
カ
故
ニ
打
見
レ
ハ
四
階
大
伽

藍
也
是
ハ
大
師
御
建
立
于
今
現
在
セ
リ
御
作
丈
六
薬
師
三
尊
四
天
王
像
い
満
す
皆
埋
仏

也
後
ノ
壁
ニ
又
薬
師
三
尊
半
出
ニ
埋
作
ラ
レ
タ
リ
七
間
講
堂
ハ
破
壊
後
今
新
造
営
五
間
常

堂
御
作
釈
迦
ノ
像
イ
マ
ス
同
新
造
立
大
師
御
建
立
二
重
ノ
宝
塔
本
法
華
堂
ト
云
現
存
本
五
間
令

修
理
之
間
加
前
広
廂
一
間
云
云
於
此
内
奉
安レ
置二
御
筆
ノ
御
影
ヲ
此一
御
影
ハ
大
師
御
入
唐
之

時
自
図
之
奉
預
御
母
儀
云
云
同
等
身
像
也
大
方
ノ
様
ハ
如
普
通
ノ
御
影
ノ
但一
於
左
上
松
山

ノ
上
ニ
尺
迦
如
来
影
現
ノ
形
像
有
之
云
云
凡
ソ
此
善
通
寺
ハ
本
ハ
四
面
各
二
町
其
内
種
々

ノ
堂
舎
宝
塔
灌
頂
院
護
摩
堂
厳
重
羅
列
ス
今
ハ
皆
破
壊
纔
ニ
礎
石
斗
有
之
御
筆
之
額
二

枚
有
之
皆
善
通
之
寺
ト
ア
ソ
ハ
サ
レ
タ
リ
其
外
大
宝
楼
閣
陁
羅
尼
ト
ア
ソ
ハ
シ
タ
ル
額

二
枚
有
皆
破
壊
損
云
云
抑
善
通
之
寺
ハ
大
師
御
先
祖
俗
名
ヲ
即
為
寺
号
云
云
破
壊
之
間
大

師
修
造
建
立
ノ
時
不
被
改
本
号
欤
金
堂
ノ
西
ニ
有
一
直
路
一
町
七
丈
許
也
即
自
寺
中
参

御
誕
生
所
之
路
也
則
参
詣
シ
テ
拝
ス
レ
ハ
之
正
御
誕
生
所
ニ
者
石
ヲ
高
ク
広
畳
メ
リ
今
ハ
如

法
経
奉
納
之
七
重
石
塔
有
之
大一
樹
少
々
有
拝一
見
之
間
恋
慕
敬
催
涙
折
膽

預
け
ら
る
。

十
五
日
、
在
家
五
六
丁
許
引
上
り
て
、
堂
舎
一
宇
僧
坊
少
々
有
る
所
に
移
し
す
え
ら

る
。
此
の
処
の
地
形
殊
勝
な
り
。
東
に
望
む
に
孤
山
夜
月
を
擎
げ
て
月
輪
観
之
思
ひ
を

勧
め
、
西
を
顧
れ
ば
遠
島
夕
日
を
含
み
日
想
観
之
心
を
催
す
。
後
ろ
に
は
松
山
聳
へ
て

海
中
に
至
る
。
前
へ
は
潮
満
つ
時
、
砌
近
く
指
し
入
る
。

　
寂

９

し
さ
を

い
か
で
耐
え
ま
し

　
松
の
風

　
浪
も
音
せ
ぬ

　
住
家
な
り
せ
ば

さ
て
、
常
に
後
の
山
に
登
り
て
海
上
の
島
々
を
眺
望
し
て
、
海
中
の
鱗
類
の
た
め
自
性

能
く
加
持
之
法
を
作
す
。
有
る
時
は
、
浦
に
出
て
向
い
の
山
々
を
問
へ
ば
、
備
前
の
小

島
、
備
中
備
後
迄
見
え
渡
る
。
小
石
に
光
明
真
言
等
を
書
き
て
、
海
中
に
入
る
。
宝
篋

印
陀
羅
尼
を
誦
し
て
鱗
類
の
離
苦
海
に
廻
向
す
。
或
る
時
、
山
に
登
り
て
見
渡
し
て
、

　
10

う
た
づ
か
た

　
此
の
松
か
げ
に

　
風
立
て
ば

　
島
の
あ
な
た
も

　
一
つ
白
浪

三
月
廿
一
日
、
善
通
寺
え
詣
で
て
、
大
師
の
聖
跡
を
巡
礼
す
。
金
堂
は
二
階
七
間
也
。

青
龍
寺
の
金
堂
を
摸
さ
れ
た
る
と
て
、
二
階
に
各
今
少
し
引
き
入
り
て
裳
階
有
る
が
故

に
、
打
見
れ
ば
四
階
の
大
伽
藍
な
り
。
是
は
大
師
御
建
立
、
今
に
お
い
て
現
在
せ
り
。

御
作
の
丈
六
の
薬
師
三
尊
、
四
天
王
像
坐
す
。
皆
埋
仏
な
り
。
後
の
壁
に
又
、
薬
師
三

尊
半
出
に
埋
め
作
ら
れ
た
り
。

七
間
の
講
堂
は
破
壊
の
後
、
今
新
た
に
造
営
し
、
五
間
の
常
堂
御
作
釈
迦
の
像
坐
す
同
じ

く
新
た
に
造
立
す
。
大
師
御
建
立
の
二
重
の
宝
塔
本
は
法
花
堂
と
云
う
は
現
存
す
。
本
は

五
間
、
修
理
せ
し
む
る
之
間
、
前
の
広
廂
一
間
を
加
う
る
と
云
々
。
此
の
内
に
於
い

て
、
御
筆
の
御
影
を
安
置
し
奉
る
。
此
の
御
影
は
大
師
御
入
唐
之
時
、
自
ら
之
を
図
し

御
母
儀
に
預
け
奉
る
と
云
々
。
大
方
の
様
は
普
通
の
御
影
の
如
し
。
但
し
、
左
上
の
松

山
の
上
に
於
い
て
、
釈
迦
如
来
影
現
の
形
像
こ
れ
有
り
と
云
々
。
凡
そ
此
の
善
通
寺

は
、
本
は
四
面
各
二
町
。
其
の
内
に
種
々
の
堂
舎
、
宝
塔
、
灌
頂
院
、
護
摩
堂
厳
重
に

羅
列
す
。
今
は
皆
破
壊
し
て
、
纔
に
礎
石
ば
か
り
こ
れ
在
り
。
御
筆
の
額
二
枚
こ
れ
有

り
。
皆
善
通
之
寺
と
あ
そ
ば
さ
れ
た
り
。
其
の
外
、
大
宝
楼
閣
陀
羅
尼
と
あ
そ
ば
し
た

る
額
二
枚
こ
れ
有
り
。
皆
破
壊
損
と
云
々
。
抑
、
善
通
之
寺
は
大
師
の
御
先
祖
の
俗
名

を
、
即
ち
寺
号
と
な
す
と
云
々
。
破
壊
の
間
、
大
師
修
造
建
立
の
時
、
本
号
を
改
め
ら

れ
ず
歟
。
金
堂
の
西
に
一
直
路
有
り
。
一
町
七
丈
許
な
り
。
即
ち
、
寺
中
よ
り
御
誕
生

所
に
参
る
の
路
な
り
。
則
ち
参
詣
し
て
こ
れ
を
拝
す
れ
ば
、
正
し
く
御
誕
生
所
に
は
石

を
高
く
広
く
畳
め
り
。
今
は
如
法
経
こ
れ
を
納
め
奉
る
七
重
の
石
塔
こ
れ
有
り
。
大
樹

少
々
有
り
。
拝
見
の
間
、
恋
慕
﹇
恭
﹈
敬
、
涙
を
催
し
膽
を
折
る
。
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四
日
石
屋
ヲ
立
テ
乗
船
滝
ノ
口
ニ
イ
タ
リ
テ
ヲ
ル
海
路
七
里
海
路
の
様
西
ハ
淡
路
島
湊

行
奇
巖
滑
石
宛
如
見
山
水
ヲ
東一
ハ
千
里
青
山
メ
モ
遙
ニ
遠
シ
其
ノ
中
ニ
眺
望
ノ
末
ニ
ア
タ

リ
テ
幽
ニ
高
野
山
見
ゆ
山
門
寺
中
ノ
事
な
ん
と
思
屋
ら
連
て
阿
王
れ
尓
覚
へ
て
舟
中
ノ

人
々
ニ
阿
寿
よ
り
ハ
高
野
の
見
ゆ
る
所
ハ
有
ル
間
敷
歟
と
問
ヘ
ハ
淡
路
の
山
の
中
に
入

候
な
は
高
野
の
み
由
る
所
ハ
今
ハ
よ
も
候
ワ
シ
と
い
ふ
越
き
ゝ
て

　
者
那
連
く
る
高
野
の
山
の
か
す
ミ
を
も
け
ふ
斗
や
ハ
な
か
め
く
ら
さ
ん

同
日
舩
を
下
て
陸
地
三
里
行
て
淡
路
八
木
国
府
ニ
至
テ
中
一
日
ヲ
経
テ
石
屋
ノ
宿
ま
て
ハ

淡
路
配
国
人
同
道
同
宿
之
間
互
世
出
世
之
事
等
相
談
シ
な
く
さ
無
事
阿
り
件
人
ハ
滝
ノ

口
ニ
と
ゝ
ま
り
ヌ
此
八
木
ノ
宿
よ
り
ハ
只
同
朋
一
両
輩
斗
也
羇
旅
ノ
思
ま
こ
と
尓
心
本

そ
し

　
佐
ら
ぬ
た
尓
祢
覚
お
ほ
か
る
草
枕
ま
と
ろ
む
夢
を
ふ
く
嵐
哉

六
日
国
府
を
立
三
里
行
て
フ
ク
ラ
ノ
ト
マ
リ
ニ
至
る
風
阿
し
く
し
て
三
ケ
日
逗
留
西
風

者
け
し
く
時
々
雪
婦
々
幾
て
す
さ
満
し
く
物
阿
王
れ
な
り

　
お
き
つ
風
ふ
く
羅
の
い
そ
に
日
数
経
て
な
ら
王
ぬ
浪
尓
ぬ
ら
し
袖
か
那

　
行
佐
幾
を
我
か
古
郷
に
阿
ら
な
く
尓
爰
越
旅
と
ハ
何
い
そ
く
ら
ん

十
日
フ
ク
ラ
ヲ
立
て
阿
波
の
戸
を
王
た
り
て
佐
伊
田
ニ
ヲ
ル
海
路
三
里
余
島
々
入
江

〳
〵
の
有
様
悦
目
養
意
舟一
ヲ
ヲ
リ
テ
阿
波
国
ノ
大
津
賀
ニ
至
る
路
間
九
里
余

十
二
日
サ
ヌ
キ
ノ
国
府
ニ
至
る
路
間
六
里
庁
ノ
沙
汰
ト
シ
テ
有
　
候
次
日
六
里
伝
馬

十
三
日
国
府
ヲ
立
讃
岐
ノ
守
護
所
長
雄
二
郎
左
衛
門
ノ
許
ニ
至
ル
路
間
二
里
次
朝
淡
路
ノ

使
者
帰
る
淡
路
ニ
と
ゝ
満
る
人
ノ
も
と
へ
其
国
よ
り
以
来
多
ノ
山
海
ヲ
渡
テ
流
浪
之
事
并

老
後
流
刑
之
事
返
ス
モ
不
斗
之
由
ナ
ム
ト
申
テ

　
天
か
し
た
何
す
ミ
曽
免
の
袖
那
な
ら
ん
老
の
波
尓
も
流
連
ぬ
る
哉

十
四
日
守
護
所
之
許
よ
り
鵜
足
津
ノ
橘
藤
左
衛
門
高
能
ト
云
御
家
人
之
許
へ

四
日
、
石
屋
を
立
ち
て
船
に
乗
り
、
滝
ノ
口
に
至
り
て
下
る
。
海
路
七
里
。
海
路
の

様
、
西
は
淡
路
島
、
湊
を
行
け
ば
奇
巖
滑
石
宛
か
も
山
水
見
る
が
如
し
。
東
は
千
里
の

青
山
目
も
遙
に
遠
し
。
其
の
中
に
眺
望
の
末
に
あ
た
り
て
、
幽
か
に
高
野
山
見
ゆ
。
山

門
寺
中
の
事
な
ん
ど
思
い
や
ら
れ
て
あ
は
れ
に
覚
へ
て
、
舟
中
の
人
々
に
明
日
よ
り
は

高
野
の
見
ゆ
る
所
は
有
る
間
敷
歟
と
問
へ
は
、
淡
路
の
山
の
中
に
入
り
候
な
ば
、
高
野

の
見
ゆ
る
所
は
今
は
よ
も
候
わ
じ
と
い
ふ
を
聞
て

　
離

４

れ
く
る

高
野
の
山
の

　
か
す
み
を
も

　
今
日
ば
か
り
や
は

　
眺
め
暮
ら
さ
ん

同
日
、
舩
を
下
て
陸
地
三
里
行
き
て
、
淡
路
の
八
木
の
国
府
に
至
り
て
、
中
一
日
を
経

て
、
石
屋
の
宿
ま
で
は
淡
路
配
国
の
人
同
道
す
。
同
宿
之
間
、
互
に
世
出
世
之
事
等
相

談
し
な
ぐ
さ
む
事
あ
り
。
件
の
人
は
滝
ノ
口
に
と
ゞ
ま
り
ぬ
。
此
の
八
木
の
宿
よ
り

は
、
只
同
朋
一
両
輩
斗
也
。
羇
旅
の
思
ひ
ま
こ
と
に
心
ほ
そ
し
。

　
さ

５

ら
ぬ
だ
に

　
ね
覚
お
ほ
か
る

　
草
枕

　
ま
ど
ろ
む
夢
を

　
ふ
く
嵐
哉

六
日
、
国
府
を
立
ち
て
三
里
行
て
、
福
良
の
泊
に
至
る
。
風
悪
し
く
し
て
三
ケ
日
逗
留

す
。
西
風
は
げ
し
く
時
々
雪
ふ
ゞ
き
て
、
す
さ
ま
じ
く
物
あ
は
れ
な
り
。

　
お

６

き
つ
風

　
福
良
が
磯
に

　
日
数
経
て

　
な
ら
わ
ぬ
浪
に

　
ぬ
る
ゝ
袖
か
な

　
行

７

さ
き
を

我
が
古
郷
に

　
あ
ら
な
く
に

　
爰
を
旅
と
は

　
何
い
そ
ぐ
ら
ん

十
日
、
福
良
を
立
ち
て
阿
波
の
戸
を
渡
り
て
、
佐
伊
田
に
下
る
。
海
路
三
里
余
。
島
々

入
江
く
の
有
様
、
目
を
悦
し
て
意
を
養
ふ
。
舟
を
下
り
て
阿
波
国
の
﹇
坂
東
郡
大
寺
に

宿
す
。
十
一
日
、
大
寺
を
立
て
大
坂
越
し
て
、
讃
岐
阿
波
の
中
の
山
な
る
讃
岐
﹈
大
津

賀
に
至
る
。
路
の
間
九
里
余
。

十
二
日
、
讃
岐
の
国
府
に
至
る
。
路
の
間
六
里
。
庁
の
沙
汰
と
し
て

　
候
有
り
。
次
の

日
、
六
里
伝
馬
。

十
三
日
、
国
府
を
立
ち
て
、
讃
岐
の
守
護
所
長
雄
二
郎
左
衛
門
の
許
に
至
る
。
路
間
二

里
。
次
の
朝
、
淡
路
の
使
者
帰
る
に
、
淡
路
に
と
ゞ
ま
る
人
の
も
と
へ
、
其
の
国
よ
り

以
来
多
く
山
海
を
渡
り
て
流
浪
之
事
、
并
に
老
後
の
流
刑
之
事
、
返
す
﹇
〳
〵
﹈
も
斗

ら
ず
之
由
な
む
と
申
し
て
、

　
天

８

が
下

　
何
墨
染
め
の

　
袖
な
ら
ん

　
老
の
波
に
も

　
流
れ
ぬ
る
哉

十
四
日
、
守
護
所
之
許
よ
り
、
鵜
足
津
の
橘
藤
左
衛
門
高
能
と
云
ふ
御
家
人
之
許
へ
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『
南
海
流
浪
記
』
翻
刻
・
書
き
下
し

南
海
流
浪
記

仁
治
三
年
壬
寅
七
月
十
三
日
本
寺
ノ
訴
訟
経
年
月
而
不
達
末
院
凶
悪
忘
本
末
而
興
盛
之

間
本
寺
ノ
衆
徒
企
発
向
欲
治
罰
セ
ン
ト
彼
凶
党
之一
所
天
火
自
然
ニ
出
順
風
欻
尓
ニ
起
テ
一

院
須
臾
ニ
成
灰
燼
ト
畢一
同
月
ノ
末

　
公
家
被
召
当
寺
ノ
検
校
ヲ一

即
チ
八
月
ノ
始
企
上二
洛
ヲ一

被
召
其二
悪
行
ノ
張
本
ヲ
之一
間
注
進二
彼
ノ
骨
張
十
人
ノ
交
名
ヲ一

之
間
注
進
此
十
人
就
長二
者一
悉

被
召
上
畢
同
年
十
月
ノ
末
任
伝二
法
院
注
進
ノ
交
名
ニ
本一
寺
ノ
宿
老
等
廿
六
人
召
符
被
下

之
十
一
月
十
八
日
参
六
波
羅
之
所
即
各
被
預二
武
士
ニ
了一
同
下
旬
日
々
ニ
有
両
方
ノ
対
問

伝
法
院
巧
出
亀
毛
ノ
条
々
ヲ
構一
申
詐
偽
ノ
非
論
雖
然
空
花
濫
訴
故
一
々
無
実
之
旨
顕
畢

如
対
没
者
不
可
及
罪
科
ニ
之一
由
令
謳
歌
之
所
仁
治
四
年
正
月
之
此
三
十
余
人
悉
可
処
配

流
之
由
令
風
聞
爰
宿
老
等
都
テ
迷
子
細
忽
亡
東
西
以
一
両
ノ
悪
行
只
被
押
懸
宿
老
者
不

可
及
一
言
問
答
ニ
就
両
方
ノ
理
非
若
被
糺
明
者
不
可
処
一
刑
罪
科
是
只
所
詮
当
彼二
ノ
一

院
磨
滅
ノ
時
ノ
運
ニ一
感
此二
宿
老
等
ノ
宿
悪
之
業
ヲ一
歟
唯
察
因
果
ノ
理
勿一
生レ
怨二
恨
ノ
思
矣一

同

四
年
正
月
廿
五
日
各
被
預
配二
流
国
武
士
畢一
道
範
流
讃二
岐
守
ノ
護
所
不一
在二
京
付一
テ
淡
路
守

護
所
牧
野
四
郎
左
衛
門
尉
可
令
下
国
之
由
有
其二
沙
汰
即一
正
月
卅
日
出
都
宿
久
我
ニ
二一
月

一
日
乗
船
宿
神
崎
橋
下
過一
淀一
ノ
渡
之
時
遥
花
洛
ノ
方
ヲ
瞻
望
シ
テ

　
都
を
は
霞
乃
よ
そ
に
か
へ
り
見
て
い
徒
ち
行
ら
む
淀
の
河
波

同
二
日
神
崎
ヲ
立
筒
井
ニ
至
ル
路
ノ
間
五
里
小
屋
福
原
ヲ
過
ク
同
三
日
筒
井
ヲ
立
石
屋
ノ

渡
ヲ
渡
リ
テ
宿
石
屋
ニ
路一
間
六
里
余
播
磨
ノ
ス
マ
タ
ル
ミ
ヲ
ユ
ク
ス
マ
ノ
浦
気
色
誠
ニ
月

名
所
ト
見
て
り
東
南
気
霽
出
山
之
清
光
可
望
西
北
海
遠
シ
テ
入
浪
之
暁
月
可
見

　
流
行
く
身
に
し
阿
ら
寿
ハ
す
満
の
浦
と
満
り
て
夜
半
の
月
盤
見
亭
ま
し

同
日
夕
方
巡
見二
ス
ル
ニ
石
屋
并
絵
島
ヲ
青一
巖
之
形
緑
松
之
体
碧
潭
之
色
晩
嵐
之
声
其
感

興
忘
愁
緒
ヲ
畢一
即
絵
島
の
明
神
ニ
詣
シ
テ
法
施
法
楽

　
見
る
者
か
り
い
か
ゝ
か
た
ら
む
絵
島
か
た
む
へ
し
越
神
盤
爰
に
す
み
け
る

南
海
流
浪
記

仁
治
三
年
壬
寅
七
月
十
三
日
、
本
寺
の
訴
訟
年
月
を
経
て
達
せ
ず
。
末
院
の
凶
悪
、
本

末
を
忘
れ
て
興
隆
之
間
、
本
寺
の
衆
徒
発
向
を
企
て
、
彼
の
凶
党
を
治
罰
せ
ん
と
欲

す
る
之
所
、
天
火
自
然
に
出
て
順
風
欵
事
に
起
て
一
院
須
臾
に
灰
燼
と
成
り
畢
ぬ
。
同

月
の
末
、
公
家
当
寺
の
検
校
を
召
さ
れ
、
即
ち
八
月
の
始
め
上
洛
を
企
て
る
。﹇
即
ち
﹈

其
の
悪
行
の
張
本
を
召
さ
れ
る
之
間
、
彼
の
骨
張
十
人
の
交
名
を
注
進
す
。（
之
間
注

進
）
此
の
十
人
、
長
者
に
就
き
、
悉
く
召
し
上
げ
ら
れ
畢
ぬ
。
同
年
十
月
の
末
、
伝
法

院
注
進
の
交
名
に
仕
て
、
本
寺
の
宿
老
廿
六
人
の
召
符
、
之
を
下
さ
る
。
十
一
月
十
八

日
、
六
波
羅
に
参
る
之
所
、
即
ち
各
武
士
に
預
け
ら
れ
畢
ぬ
。
同
下
旬
、
日
々
に
両
方

の
対
問
有
り
。
伝
法
院
巧
み
に
亀
毛
の
条
々
を
出
し
、
詐
偽
の
非
論
を
構
申
す
。
然
る

と
雖
も
空
花
の
濫
訴
の
故
、
一
々
無
実
之
旨
顕
れ
畢
ぬ
。
対
決
の
如
く
な
ら
ば
、
罪
科

に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
之
由
、
謳
歌
せ
し
む
之
所
、
仁
治
四
年
正
月
之
此
、
三
十
余
人
悉
く

配
流
に
処
す
べ
之
由
、
風
聞
せ
し
む
。
爰
に
宿
老
等
、
都
て
子
細
に
迷
い
、
忽
ち
東
西

を
亡
く
す
。
一
両
の
悪
行
を
以
て
、
只
宿
老
に
押
懸
け
ら
れ
、
一
言
の
問
答
に
及
ぶ
べ

か
ら
ず
。
両
方
の
理
非
に
就
て
若
し
糺
明
に
非
ず
ん
ば
、
一
刑
の
罪
科
に
処
す
べ
か
ら

ず
。
是
れ
只
、
所
詮
彼
の
一
院
磨
滅
の
時
の
運
に
当
り
て
、
此
の
宿
老
等
の
宿
悪
之
業

を
感
ず
る
歟
。
唯
、
因
果
の
理
を
察
し
怨
恨
の
思
い
を
生
ず
る
勿
れ
。
同
四
年
正
月
廿

五
日
、
各
配
流
の
国
の
武
士
に
預
け
ら
れ
畢
ぬ
。
道
範
は
讃
岐
守
護
所
に
流
。
京
に
在

ら
ざ
る
に
付
て
、
淡
路
の
守
護
所
牧
野
四
郎
左
衛
門
殿
、
下
国
せ
し
む
べ
き
之
由
、
其

の
沙
汰
有
り
。
即
ち
正
月
卅
日
、
都
を
出
て
久
我
に
宿
す
。
二
月
一
日
、
船
に
乗
り
神

崎
橋
下
に
宿
す
。
淀
の
渡
を
過
る
之
時
、
遙
に
花
洛
の
方
を
瞻
望
し
て
、

　
都

１

を
ば

　
霞
の
よ
そ
に

　
か
へ
り
見
て

　
い
づ
ち
行
ら
む

　
淀
の
河
波

同
二
日
、
神
崎
を
立
ち
て
筒
井
に
至
る
。
路
の
間
五
里
。
小
屋
福
原
を
過
ぐ
。
同
三
日
、

筒
井
を
立
ち
て
、
石
屋
の
渡
を
渡
り
て
石
屋
に
宿
す
。
路
の
間
六
里
余
。
播
磨
の
須
磨
、

垂
水
を
ゆ
く
。
須
磨
の
浦
の
気
色
、
誠
に
月
の
名
所
と
見
た
り
。
東
南
の
気
霽
れ
て
、

山
之
清
光
望
む
べ
し
。
西
北
の
海
遠
く
し
て
、
浪
に
入
る
之
暁
、
月
見
る
べ
し
。

　
流

２

れ
行
く

身
に
し
あ
ら
ず
は

　
須
磨
の
浦

　
泊
ま
り
て
夜
半
の

　
月
は
見
て
ま
し

同
日
夕
方
、
石
屋
并
に
絵
島
を
巡
見
す
る
に
、
青
巖
之
形
緑
松
之
体
、
碧
潭
之
色
晩
嵐

之
声
、
其
の
感
興
愁
緒
を
忘
れ
畢
ぬ
。
即
ち
絵
島
の
明
神
に
詣
し
て
、
法
施
法
楽
す
。

　
見

３

る
ば
か
り

　
い
か
ゞ
か
た
ら
む

　
絵
島
か
た

　
む
べ
し
を
神
は

　
爰
に
す
み
け
る
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寺
か
ら
比
女
八
幡
宮
を
経
て
伊
予
寒
川
に
到
着
し
て
お
り
、
こ
れ
も
古
代
南
海
道
と
同

様
な
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
国
府
か
ら
守
護
所
（
宇
多
津
）
ま
で
、
あ
る
い
は
伊
予
寒
川
か
ら
琴
弾
八
幡

宮
ま
で
は
、
古
代
南
海
道
よ
り
も
海
側
の
平
野
部
を
進
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
宇

多
津
も
観
音
寺
も
こ
の
頃
か
ら
興
隆
し
た
中
核
的
な
港
町
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
繋
ぐ
海

側
の
道
が
次
第
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
７

。

　
さ
ら
に
、
善
通
寺
か
ら
尾
背
寺
に
参
詣
し
、
帰
途
、「
路
次
に
よ
り
」
称
名
院
（
仲

多
度
郡
琴
平
町
西
山
）・
滝
寺（
善
通
寺
市
大
麻
町
大
麻
神
社
背
後
の
山
中
）に
立
ち
寄
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
現
在
の
県
道
二
〇
八
号
↓
四
号
↓
二
〇
二
号
（
す
な
わ
ち
、
金
毘

羅
街
道
多
度
津
道
か
ら
阿
波
街
道
）
と
い
う
コ
ー
ス
に
近
い
経
路
が
想
定
さ
れ
る
。

　
な
お
、
道
範
が
見
た
南
大
門
前
の
道
（
弘
さ
三
丈
五
尺
、
長
さ
八
町
）
は
、
東
西
方

向
に
延
び
る
古
代
南
海
道
が
踏
襲
さ
れ
た
道
と
見
る
向
き
も
あ
る
が
、「
左
右
に
卒
塔

婆
多
く
立
ち
て
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
南
大
門
か
ら
真
っ
直
ぐ
南
に
延
び

る
参
詣
道
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
尾
背
寺
か
ら
の
帰
途
は
、
こ
の

道
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
中
世
の
讃
岐
国
府
】

　
一
二
四
三
年
二
月
一
二
日
に
讃
岐
国
府
に
到
着
す
る
と
、「
庁
の
沙
汰
」
が
あ
っ
た

た
め
、
道
範
は
伺
候
（
祗
候
）
し
て
い
る
。

　「
庁
の
沙
汰
」
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
時
期
に
は

国
府
に
留
守
所
が
置
か
れ
、
様
々
な
実
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、
善
通
寺
や
祗
園
社

の
文
書
か
ら
う
か
が
え
る
。
留
守
所
の
事
実
上
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
大
介
」
を
見
る
と
、

一
三
世
紀
代
に
は
源
・
三
条
・
藤
原
・
惟
宗
姓
と
い
っ
た
中
・
下
級
貴
族
が
名
を
連
ね

る
。
ま
た
、
や
や
遡
る
時
期
で
あ
る
が
、
崇
徳
上
皇
の
讃
岐
配
流
に
あ
た
り
「
守
護
」

（
監
視
）
は
、「
一
向
に
讃
岐
国
司
の
沙
汰
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
大
介

と
そ
れ
を
支
え
る
在
庁
官
人
（
綾
・
凡
・
佐
伯
・
紀
・
橘
・
藤
原
姓
）
た
ち
が
、
実
質

的
に
留
守
所
を
機
能
さ
せ
て
い
た
と
捉
え
る
の
が
妥
当
な
解
釈
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
前
提
に
讃
岐
国
府
跡
の
発
掘
調
査
成
果
を
見
る
と
、
一
二
〜

一
三
世
紀
が
建
物
関
連
遺
構
の
分
布
範
囲
が
広
が
り
、
建
物
群
が
内
部
に
耕
地
を
介
在

さ
せ
な
い
よ
う
な
高
い
密
集
度
を
も
ち
、
継
続
期
間
が
長
く
、
井
戸
を
各
敷
地
に
伴
う

こ
と
、
さ
ら
に
燭
台
形
土
器
な
ど
灯
火
具
が
普
及
し
、
輸
入
磁
器
が
多
用
さ
れ
る
食
器

構
成
を
も
つ
こ
と
な
ど
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
８

。
こ
れ
ら
は
、
明
ら
か
に
同
時
期
の

一
般
集
落
と
は
異
な
る
傾
向
で
あ
り
、
全
国
的
に
実
態
不
明
の
感
が
あ
る
留
守
所
の
構

成
に
つ
い
て
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
事
例
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
、
国
府
に
お
け
る
一
二
〜
一
三
世
紀
の
建
物
群
構
成
が
、
古
代
と
は
全

く
異
な
り
「
屋
敷
」
の
集
合
体
と
し
て
現
れ
る
点
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

『
平
家
物
語
』
に
見
え
る
平
氏
か
ら
離
反
し
て
源
氏
方
に
つ
い
た
四
国
の
武
士
は
、「
讃

岐
阿
波
の
在
庁
ど
も
」
を
主
体
と
し
て
お
り
、
彼
ら
が
仕
事
を
行
っ
た
場
に
古
代
的
な

意
味
で
の
官
衙
ら
し
さ
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
同
時
期
の
鎌
倉
な
ど
と
も
共
通
す
る

現
象
と
も
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
ま
だ
あ
る
（
例
え
ば
真
言
宗
系
寺
院
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
、
そ
こ
に
お
け
る
道
範
の
位
置
付
け
な
ど
）
が
、
筆
者
の
能
力
を
超
え
る
大
き
な
課

題
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
研
鑽
を
期
し
た
い
。

　
本
稿
は
、
一
・
三
を
主
に
佐
藤
が
、
二
を
主
に
高
橋
・
安
藤
が
執
筆
し
た
。
ま
た
、

洲
崎
寺
本
の
翻
刻
は
高
橋
が
、
書
き
下
し
は
安
藤
が
行
っ
た
。
史
料
の
検
討
と
紹
介
に

あ
た
っ
て
は
、
洲
崎
寺
住
職
の
御
城
俊
宏
氏
の
多
大
な
る
ご
協
力
を
得
た
こ
と
を
明
記

し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
検
討
の
過
程
で
、
渋
谷
啓
一
氏
・
上
野
進
氏
・

武
田
耕
道
氏
に
は
、
様
々
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

 

７
　

た
だ
し
国
府
か
ら
宇
多
津
へ
の
道
が
、
近
世
の
丸
亀
街
道
に
近
い
ル
ー
ト
（
国
府―

八
十
場―

福
江―

下

川
津―

長
縄
手―

宇
多
津
）
を
取
る
の
か
、
額
坂
を
越
え
た
南
海
道
か
ら
北
に
分
岐
す
る
ル
ー
ト
（
東
坂
本

―

川
津―

長
縄
手―

宇
多
津
）
を
取
る
の
か
は
、
解
釈
が
分
か
れ
る
余
地
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
前
者
を

想
定
す
る
。

 

８
　

本
紀
要
佐
藤
原
稿
56
〜
58
参
照
。

（11）
－ 166 －



　
　
　

阿
波
大
寺
↓
大
津
賀

　
　
　
　（

記
載
）
九
里

　
　（

実
際
）
一
一
里

　
　
　

大
津
賀
↓
讃
岐
国
府

　
　
　
　（

記
載
）
六
里

　
　（

実
際
）
五
里

　
　
　

讃
岐
国
府
↓
守
護
所

　
　
　
　（

記
載
）
二
里

　
　（

実
際
）
二
里
半

　
ａ
説
で
は
、
阿
讃
国
境
の
大
坂
越
を
含
む
里
程
が
実
際
よ
り
も
長
く
感
じ
た
以
外

は
、
実
際
よ
り
も
短
く
感
じ
て
い
る
点
で
、
前
掲
し
た
復
路
の
距
離
感
と
一
致
す
る
。

こ
れ
に
対
し
ｂ
説
で
は
、
大
津
賀
か
ら
讃
岐
国
府
ま
で
の
里
程
を
実
際
よ
り
も
長
く
感

じ
、
阿
讃
国
境
は
著
し
く
短
距
離
に
感
じ
た
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
の
自
動
車
道
で
さ
え
も
、
大
坂
越
は
難
所
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
当
時
は
尾
根
伝

い
を
主
体
と
し
た
急
峻
な
山
道
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
峠
越
え
で
実
際

の
距
離
よ
り
も
著
し
く
短
く
感
じ
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
ｂ
説
よ

り
も
ａ
説
の
方
が
道
範
の
距
離
感
に
近
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、「
大
津
賀
＝
富
田
茶
臼
山
古
墳
」
説
が
成
立
す
る
か
否
か
は

別
に
し
て
、
田
面
峠
の
西
側
付
近
に
大
津
賀
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
に
妥
当
性
を
与
え

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
と
す
れ
ば
、『
南
海
流
浪
記
』
で
道
範
が
「
大
寺
を
立
て
大
坂
越
し
て
、
讃
岐
阿
波

�

�

�

�

の
中
の
山
な
る

�

�

�

�

�

�

讃
岐
大
津
賀
に
至
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
記
す
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

田
中
健
二
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
中
山
」
と
は
固
有
地
名
と
見
る
よ
り
も
、「
国
境

地
帯
の
山
間
部
を
指
し
て
い
る
」
と
捉
え
た
方
が
よ
い
。
そ
こ
で
、
田
面
峠
西
側
の
大

津
賀
が
「
讃
岐
阿
波
の
中
の
山
」
と
感
じ
る
よ
う
な
ル
ー
ト
と
し
て
、
南
海
道
で
は
な

く
引
田
か
ら
小
海
峠
を
越
え
、
福
栄
を
経
由
し
て
星
越
峠
を
越
え
て
水
主
経
由
で
田
面

に
至
る
経
路
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
当
時
、
水
主
周
辺
は
讃
岐
に
お
け
る
熊
野
信
仰
の
拠
点
と
し
て
隆
盛
し
つ
つ
あ
り
、

真
言
宗
系
の
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、

道
範
が
水
主
経
由
で
大
津
賀
ま
で
到
達
し
た
蓋
然
性
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
中
世
の
道
】

　
大
坂
越
か
ら
大
津
賀
ま
で
の
往
路
（
水
主
経
由
の
可
能
性
）
を
別
に
す
る
と
、
道
範

の
行
程
は
、
ほ
ぼ
南
海
道
沿
い
に
進
ん
だ
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。

　
阿
讃
国
境
か
ら
国
府
ま
で
、
道
範
の
宿
泊
し
た
場
所
を
往
復
路
で
見
る
と
、
東
か
ら

引
田
（
復
路
）・
大
津
賀
（
往
路
）・
白
山
（
復
路
）・
国
府
（
往
路
）
と
な
る
。
こ
れ

ら
か
ら
は
、
古
代
の
南
海
道
に
沿
う
よ
う
な
交
通
路
の
存
在
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
う

ち
引
田
・
大
津
賀
・
国
府
（
甲
智
）
は
、
古
代
の
駅
家
に
近
接
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と

考
え
ら
れ
、
駅
家
の
後
身
で
な
い
と
し
て
も
宿
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
善
通
寺
滞
在
中
に
伊
予
寒
川
の
地
頭
に
招
か
れ
た
時
は
、
善
通

写真６　「讃岐阿波の中山」としての水主の景観
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七
年
の
間
、
固
く
結
ば
れ
て
親
し
く
交
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
互
い
に
い
ず
れ
は
死

ぬ
身
で
す
。
死
後
は
極
楽
の
同
じ
蓮
の
葉
の
上
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
二
四
九
年
（
建
長
元
）
六
月
、
待
ち
わ
び
た
赦
免
状
が
善
通
寺
に
届
け
ら
れ
た
。

病
の
癒
え
る
の
を
待
っ
て
高
野
山
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
道
範
は
、
足
か
け
七
年
近
く

の
讃
岐
滞
在
中
の
知
人
に
別
れ
の
手
紙
を
送
っ
た
。
そ
の
中
の
一
首
で
あ
る
。
流
人
で

あ
っ
た
道
範
に
と
っ
て
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
く
れ
る
友
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
い
な
る

慰
め
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
配
流
中
と
は
い
え
、
学
問
や
修
業
を
怠
ら
ず
、
ま
た

高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
各
地
を
巡
礼
し
、
善
通
寺
誕
生
院
の
建
立
な
ど
に
尽
力
し
て
、
讃

岐
国
内
外
の
人
々
か
ら
敬
愛
さ
れ
た
道
範
の
人
と
な
り
が
推
察
さ
れ
る
。

　
帰
路
に
際
し
て
も
、
病
後
の
身
で
あ
り
な
が
ら
も
懇
望
さ
れ
て
、
白
峯
寺
本
堂
の
修

理
供
養
を
行
っ
て
い
る
。

三
．
道
範
の
歩
い
た
讃
岐

【
里
程
表
示
と
大
津
賀
】

　
道
範
が
讃
岐
ま
で
た
ど
っ
た
経
路
を
大
局
的
に
見
る
と
、
京
都
か
ら
摂
津
の
垂
水
ま

で
は
山
陽
道
、
淡
路
国
府
か
ら
讃
岐
国
府
ま
で
は
南
海
道
に
ほ
ぼ
該
当
す
る
と
見
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
阿
讃
国
境
か
ら
讃
岐
国
府
ま
で
の
道
範
の
経
路
を
検
討
す
る
。

　
阿
波
の
大
寺
（
金
泉
寺
、
徳
島
県
板
野
郡
板
野
町
大
寺
）
に
宿
し
た
道
範
一
行
は
、

大
坂
越
を
経
て
「
讃
岐
阿
波
の
中
の
山
な
る
讃
岐
大
津
賀
に
至
る
」
と
記
さ
れ
る
。
こ

の
「
大
津
賀
」
に
つ
い
て
は
、
讃
岐
東
部
で
の
遺
称
地
に
欠
け
る
が
、
田
中
健
二
氏
に

よ
り
「
大
塚
」
と
解
釈
さ
れ
、
距
離
を
も
踏
ま
え
て
富
田
茶
臼
山
古
墳
（
さ
ぬ
き
市
富

田
中
）
と
す
る
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
６

。
富
田
茶
臼
山
古
墳
は
、
古
代
の
想
定
南
海

道
か
ら
は
四
町
ほ
ど
南
側
に
所
在
し
て
お
り
、
さ
ほ
ど
南
海
道
に
近
接
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
付
近
を
「
大
塚
」
と
呼
称
し
た
と
す
る
史
料
も
存
在
し
な
い
た
め
、

な
お
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、
現
段
階
と
し
て
は
一
考
に
値
す
る
仮
説
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
『
南
海
流
浪
記
』
に
は
、
道
範
の
移
動
距
離
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。「
路

の
間
六
里
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
里
程
に
つ
い
て
は
、
①
道
範

自
身
が
何
ら
か
の
情
報
（
移
動
時
間
や
沿
線
の
目
印
な
ど
）
に
も
と
づ
い
て
推
測
し
た

か
、
②
同
道
し
た
淡
路
守
護
所
の
使
者
な
ど
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
も
の
、
の
可
能
性
が

あ
る
。
い
ず
れ
な
の
か
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
例
え
ば
同
時
期
の
『
東
関

紀
行
』
や
年
代
は
下
る
が
『
道
ゆ
き
ぶ
り
』（
今
川
貞
世
）
な
ど
に
距
離
の
記
載
が
見

ら
れ
な
い
の
に
比
し
て
、
著
し
く
特
徴
的
で
あ
る
。
む
し
ろ
時
代
は
全
く
異
な
る
が
、

『
曽
良
随
行
日
記
』（
一
七
世
紀
末
）
や
『
日
本
紀
行
』（
イ
ザ
ベ
ラ
・
Ｌ
・
バ
ー
ド
、

一
八
八
〇
年
）
な
ど
に
共
通
し
て
、
路
程
に
対
す
る
道
範
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
里
程
が
実
際
の
距
離
と
一
定
の
傾
向
で
対
応
す
る
と
す
れ

ば
、
大
津
賀
の
位
置
を
推
測
す
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
南
海
道
沿
線
に
お
け
る
「
大
塚
」
地
名
（
木
田
郡
三
木
町
池
戸
）
を
仮
説

の
比
較
対
照
と
し
て
（
富
田
茶
臼
山
古
墳
説
を
ａ
説
、
池
戸
大
塚
説
を
ｂ
説
と
す
る
）、

里
程
の
問
題
を
検
討
し
て
み
る
。

　
ま
ず
、
道
範
の
高
野
山
へ
の
帰
路
（
善
通
寺
↓
白
峯
寺
↓
白
山
↓
引
田
）
か
ら
見
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　

善
通
寺
↓
白
峯
寺

　
　
　
　（

記
載
）
五
里

　
　（

実
際
）
六
里

　
　
　

白
峯
寺
↓
白
山

　
　
　
　
　（

記
載
）
六
里

　
　（

実
際
）
六
里
半

　
　
　

白
山
↓
引
田

　
　
　
　
　
　（

記
載
）
六
里

　
　（

実
際
）
六
里
半

　
実
際
の
距
離
は
、
現
在
の
地
図
デ
ー
タ
か
ら
の
計
測
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
道
範

の
経
路
が
確
定
で
き
な
い
た
め
に
誤
差
を
見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
こ

で
い
え
る
こ
と
は
、
道
範
も
し
く
は
当
時
一
般
の
距
離
感
が
、
実
際
よ
り
も
短
め
に
示

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
阿
波
大
寺
か
ら
讃
岐
国
府
ま
で
の
里
程
を
ａ
・
ｂ

両
説
に
即
し
て
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　《
ａ
説
》

　
　
　

阿
波
大
寺
↓
大
津
賀

　
　
　
　（

記
載
）
九
里

　
　（

実
際
）
八
里

　
　
　

大
津
賀
↓
讃
岐
国
府

　
　
　
　（

記
載
）
六
里

　
　（

実
際
）
八
里

　
　
　

讃
岐
国
府
↓
守
護
所

　
　
　
　（

記
載
）
二
里

　
　（

実
際
）
二
里
半

　《
ｂ
説
》

 

６
　

註
１
田
中
文
献
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師
を
勤
め
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
旅
の
途
中
、「
比
女
の
八
幡
」
に
参
拝
し
た
。
そ
こ

に
は
大
楠
が
あ
り
、
根
本
に
半
出
の
阿
弥
陀
像
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
堂
で
覆
わ
れ
て
い

た
。
あ
た
か
も
木
そ
の
も
の
が
仏
と
な
っ
た
ご
と
く
の
荘
厳
さ
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。

　「
比
女
の
八
幡
」
は
、
現
在
の
豊
浜
八
幡
神
社
（
観
音
寺
市
豊
浜
町
）
で
あ
る
。
今

も
大
楠
や
老
松
の
社
叢
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
香
川
県
保
存
木
に
指
定
さ
れ
た
大
楠
も
あ

る
。
な
お
、
生
木
に
仏
を
彫
り
出
す
こ
と
は
、
全
国
各
地
で
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
と
さ
ら
に
讃
岐
の
西
部
に
限
っ
た
特
徴
で
は
な
い
４

が
、
現
在
で
も
観
音
寺
市

周
辺
で
は
そ
う
し
た
仏
像
が
見
ら
れ
、
中
姫
の
生
木
地
蔵
（
観
音
寺
市
大
野
原
町
）
は

樹
齢
一
二
〇
〇
年
と
推
定
さ
れ
る
大
楠
の
洞
に
地
蔵
が
彫
ら
れ
て
い
る
５

。

　
本
歌
で
は
な
い
が
、『
新
続
古
今
和
歌
集
』
８
６
５
番
、
前
大
納
言
為
定
（
一
二
九
三

〜
一
三
六
〇
年
）
の
「
い
ま
ぞ
し
る

　
枝
を
つ
ら
ぬ
る

　
木
の
本
に

　
さ
と
り
ひ
ら
け

し
　

親
の
心
は
」
が
参
考
に
な
ろ
う
。

【
和
歌
22
】

　
松
風
に

　
昔
の
し
ら
べ

　
通
い
来
て

　
今
に
跡
あ
る

　
琴
ひ
き
の
山

　
琴
の
音
と
峰
の
松
籟
が
吹
き
通
っ
て
、
昔
の
治
世
安
楽
の
御
代
の
調
べ
を
奏
で
て
い

る
こ
と
だ
。
琴
弾
の
山
は
。

　
伊
予
か
ら
の
帰
途
、
道
範
は
琴
弾
八
幡
宮
（
観
音
寺
市
八
幡
町
）
に
立
ち
寄
っ
た
。

そ
こ
の
由
緒
と
し
て
、
八
幡
神
が
筑
紫
か
ら
こ
の
場
所
へ
と
着
い
た
後
に
、
京
都
の
男

山
（
石
清
水
八
幡
宮
）
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
道
範
は
聞
い
た
。
男
山
に
似
た
琴

弾
山
の
山
容
で
あ
る
こ
と
や
、
三
面
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
道
範
を
し

て
、「
殊
勝
の
地
形
な
り
」
と
の
思
い
を
深
く
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
歌
で
は
な
い
が
、『
拾
遺
和
歌
集
』
４
５
１
番
、
斎
宮
女
御
（
９
４
９
〜
９
８
６

年
）
に
よ
る
「
琴
の
音
に

　
峰
の
松
風

　
か
よ
ふ
ら
し

　
い
づ
れ
の
お
よ
り

　
調
べ
そ

め
け
ん
」
が
参
考
に
な
ろ
う
。

【
和
歌
32
】

　
七
年
の

　
絶
え
ぬ
む
す
び
の

　
末
の
露

　
お
な
じ
蓮
の

　
上
に
あ
そ
ば
ん

写真５　琴弾八幡宮と琴弾山

 

４
　

武
田
耕
道
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

５
　

近
世
末
期
に
森
安
利
左
衛
門
が
彫
っ
た
も
の
と
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。
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へ
」
と
対
比
し
て
鑑
賞
す
る
の
も
面
白
い
。

【
和
歌
14
】

　
ち
ぎ
り
置
き
て

　
西
へ
行
き
け
る

　
跡
に
来
て

　
我
も
終
わ
り
を

　
松
の
下
風

　
縁
あ
っ
て
、
西
行
の
訪
ね
た
跡
に
来
た
私
で
あ
る
。
松
よ
、
西
行
同
様
、
私
の
後
生

も
ど
う
か
弔
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
年
、
保
元
元
）
か
ら
八
年
後
の
一
一
六
四
年
（
長
寛
二
）、
崇

徳
上
皇
は
配
流
先
の
讃
岐
で
死
去
し
た
。
三
年
後
の
一
一
六
七
年
（
仁
安
二
年
、
同
三
年

説
も
あ
り
）、
西
行
は
讃
岐
を
訪
れ
、
白
峯
の
上
皇
墓
所
に
参
拝
、
さ
ら
に
弘
法
大
師
ゆ

か
り
の
山
に
草
庵
を
結
ん
だ
。
そ
の
時
の
連
作
七
首
が
『
山
家
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
一
首
が
『
南
海
流
浪
記
』（
13
）
に
も
収
載
さ
れ
た
、「
庵
の
前
に
松
の
立
て
り

け
る
を
見
て

　
ひ
さ
に
経
て

　
我
が
後
の
世
を

　
問
へ
よ
松

　
跡
忍
ぶ
べ
き

　
人
も
な

き
身
ぞ
」
で
あ
る
。
荒
涼
た
る
白
峯
の
上
皇
墓
所
に
、
松
の
孤
影
を
重
ね
て
、「
松
よ
、

私
の
後
生
を
弔
っ
て
く
れ
、
私
に
は
跡
を
偲
ん
で
く
れ
る
人
も
い
な
い
の
だ
か
ら
」
と
詠

嘆
し
て
い
る
。
そ
の
西
行
の
心
境
に
、
道
範
は
自
ら
の
孤
独
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
。

　「
大
師
の
お
は
し
ま
し
け
る
御
辺
り
の
山
」（『
山
家
集
』）
に
結
ん
だ
と
い
う
西
行
の

庵
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
西
行
の
讃
岐
巡
礼
か
ら
約
八
〇
年

後
、
善
通
寺
に
お
い
て
、
南
大
門
の
東
脇
に
は
ま
さ
に
古
い
大
松
が
存
在
し
、
西
行
が

「
七
日
七
夜
籠
居
し
た
」
庵
ゆ
か
り
の
「
西
行
が
松
」
で
あ
る
と
の
伝
説
が
語
ら
れ
て

い
た
と
い
う
の
は
、
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
西
行
伝
説
は
、
西
行
の
名
声
ゆ
え
に
、

鎌
倉
時
代
以
来
全
国
に
流
布
し
た
の
で
あ
る
。

【
和
歌
21
】

　
楠
の
木
も

　
本
の
さ
と
り
を

　
ひ
ら
き
つ
ゝ

　
仏
の
身
と
も

　
成
り
に
け
る
か
な

　
無
量
の
寿
命
、
無
量
の
光
を
放
ち
、
一
切
を
見
通
す
阿
弥
陀
仏
を
楠
の
幹
に
彫
り
込

む
こ
と
に
よ
り
、
木
で
は
あ
る
が
悟
り
を
開
い
て
仏
と
成
り
、
先
の
梢
ま
で
緑
と
な
っ

て
大
い
に
栄
え
枯
れ
る
こ
と
が
な
い
。
私
も
そ
う
あ
り
た
い
も
の
だ
。

　
流
人
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
道
範
は
各
地
の
寺
社
な
ど
を
よ
く
訪
ね
巡
っ
て
い

る
。
一
二
四
九
年
（
宝
治
三
）
一
〇
月
に
は
、
遠
く
伊
予
国
ま
で
出
か
け
た
。
道
範
が

高
野
山
を
代
表
す
る
学
匠
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
伊
予
国
寒
川
（
愛
媛
県
四
国
中
央
市

寒
川
町
）
の
地
頭
・
小
河
祐
長
の
求
め
で
、
新
た
に
建
立
し
た
堂
の
三
尊
像
供
養
の
導

写真４　生木地蔵（観音寺市大野原町）
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考
え
ら
れ
る
が
、「
宇
多
津
の
潟
」
と
読
む
方
が
適
当
と
考
え
る
。
宇
多
津
の
町
は
、
青
ノ

山
北
麓
と
そ
こ
か
ら
東
に
延
び
る
砂
堆
上
に
立
地
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
大
束
川

河
口
部
に
潟
（
ラ
グ
ー
ン
）
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
丸
山
山
頂
か
ら
潟
越
し
に
眺

め
た
島
々
（
備
前
児
島
や
塩
飽
本
島
）
の
風
景
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
丸
山

北
麓
の
斜
面
に
あ
る
寺
院
に
は
、
約
一
五
〇
年
後
に
足
利
義
満
や
今
川
貞
世（
了
俊
）な
ど
、

室
町
幕
府
の
中
心
人
物
が
訪
れ
、
讃
岐
守
護
細
川
頼
之
の
歓
待
を
受
け
て
い
る
。

　「
此
の
松
か
げ
」
は
、
恐
ら
く
砂
堆
や
海
岸
沿
い
に
延
び
る
松
林
の
こ
と
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
。
今
川
貞
世
は
「
磯
ぎ
は
に
続
き
て
、
古
り
た
る
松
が
え
な
ど
む
ろ
の
木
に

な
ら
び
た
り
」
と
記
し
て
い
る
（『
鹿
苑
院
殿
厳
島
詣
記
』）。「
風
立
て
ば
」
以
下
は
、

容
易
に
読
め
る
。

　
宇
多
津
か
ら
の
眺
望
の
素
晴
ら
し
さ
に
こ
と
よ
せ
て
、「
こ
ち
ら
で
風
が
吹
け
ば
、

あ
ち
ら
に
波
風
が
立
つ
」
状
況
を
、
一
連
の
騒
動
か
ら
配
流
と
な
っ
た
我
が
身
に
当
て

は
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

【
和
歌
11
】

　
高
野
山

　
岩
の
む
ろ
戸
に

　
澄
月
の

　
こ
の
ふ
も
と
よ
り

　
出
け
る
か
さ
は

　
高
野
山
で
見
る
あ
の
煌
々
し
く
輝
く
月
は
、
大
師
誕
生
所
の
こ
の
麓
か
ら
出
た
月

だ
っ
た
の
か
。
あ
ま
ね
く
照
ら
し
、
人
々
を
癒
や
す
救
い
の
月
は
。

　
善
通
寺
に
参
詣
し
、
空
海
の
誕
生
所
を
拝
見
し
て
「
恋
慕
恭
敬
、
涙
を
催
し
膽
を

折
」
っ
て
の
詠
歌
で
あ
る
。
宇
多
津
で
詠
ん
だ
二
首
（
９･

10
）
が
侘
し
さ
を
湛
え
て

い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
の
歌
は
「
澄
月
」
の
よ
う
な
安
ら
い
だ
感
情
で
満
た
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
何
と
い
っ
て
も
自
ら
が
身
を
置
い
て
い
た
高
野
山

の
開
祖
・
空
海
の
誕
生
地
に
立
っ
た
深
い
感
慨
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
己
の
信

仰
の
ル
ー
ツ
を
見
出
し
た
よ
う
な
心
持
ち
で
あ
ろ
う
か
。
前
後
で
行
わ
れ
る
善
通
寺
の

様
子
の
描
写
も
精
彩
で
あ
る
。
あ
ま
り
の
感
激
に
日
も
暮
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
宇
多
津

に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
御
影
堂
で
一
夜
を
明
か
し
た
道
範
は
、
善
通
寺
の
僧
侶
た
ち

の
厚
意
に
し
た
が
い
、
半
年
後
に
居
所
を
誕
生
所
の
傍
ら
の
庵
へ
と
移
す
。
こ
こ
か
ら

地
元
の
僧
侶
た
ち
と
の
交
友
が
始
ま
る
。

　『
新
古
今
和
歌
集
』
８
３
５
番
、
清
輔
朝
臣
（
一
一
〇
四
〜
一
一
七
七
年
）
の
「
た

か
の
山

　
そ
の
あ
か
つ
き
を

　
契
り
き
て

　
こ
こ
に
も
同
じ

　
月
や
す
む
ら
ん
」
が
、

本
歌
で
は
な
い
が
、
道
範
の
脳
裏
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
与
謝
野
晶
子
の
詠
ん

だ
「
讃
岐
路
は

　
浄
土
め
き
た
り

　
秋
の
日
の

　
五
岳
の
お
く
に

　
お
つ
る
こ
と
さ

写真３　現在の善通寺御影堂
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　『
新
古
今
和
歌
集
』８
７
６
番
、
先
中
納
言
匡
房（
一
〇
四
一
〜
一
一
一
一
年
）の「
都

を
ば

　
秋
と
と
も
に
ぞ

　
立
そ
め
し

　
淀
の
河
霧

　
い
く
夜
へ
だ
て
つ
」
を
本
歌
取
り

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
匡
房
の
歌
も
、『
後
拾
遺
集
』
９
番
、
能
因
法
師
（
九
八
八

〜
一
〇
五
〇
？
）
の
「
都
を
ば

　
霞
と
と
も
に

　
立
ち
し
か
ど

　
秋
風
ぞ
吹
く

　
白
河

の
関
」
の
本
歌
取
り
で
あ
る
。

【
和
歌
９
】

　
寂
し
さ
を

　
い
か
で
耐
え
ま
し

　
松
の
風

　
浪
も
音
せ
ぬ

　
住
家
な
り
せ
ば

　
ひ
と
り
住
む
寂
し
さ
を
、
ど
う
や
っ
て
耐
え
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
松
風
も
浪
の

音
さ
え
聞
こ
え
な
い
住
家
な
の
だ
か
ら
。

　
讃
岐
守
護
所
に
入
っ
た
翌
日
、
道
範
は
守
護
所
か
ら
宇
多
津
の
御
家
人
・
橘
藤
左
衛

門
高
能
に
身
柄
を
預
け
ら
れ
た
。
居
所
は
、
宇
多
津
の
背
後
に
位
置
す
る
青
ノ
山
（
標

高
二
二
四
・
〇
ｍ
）
を
少
し
上
が
っ
た
所
に
あ
る
小
堂
で
あ
っ
た
。
当
時
の
宇
多
津
は

讃
岐
随
一
の
港
町
で
あ
り
、
か
つ
直
近
に
守
護
所
が
所
在
す
る
場
所
と
し
て
繁
栄
し
て

い
た
。
居
所
か
ら
は
、
東
方
の
「
孤
山
」（
聖
通
寺
山
、
標
高
一
一
八
・
二
ｍ
）、
西
方

に
「
遠
島
」（
本
島
・
広
島
な
ど
の
塩
飽
諸
島
）
が
見
え
、
眺
望
は
す
ば
ら
し
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
流
人
の
道
範
に
と
っ
て
は
、
侘
し
い
仮
寓
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
宇
多
津
に
は
約
七
ヶ
月
間
の
滞
在
で
、
同
年
九
月
に
は
弘
法
大
師
空
海
ゆ
か
り
の

善
通
寺
に
移
住
し
て
い
る
。

　
宇
多
津
で
の
居
所
は
、「
在
家
五
六
町
許
引
上
り
て
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
円
通
寺
周
辺
の
高
台
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
は
、
寺
の
あ
る
青
ノ
山
北
麓
ま
で

入
江
が
深
く
入
り
込
ん
で
い
た
。
高
台
に
立
つ
寺
々
の
境
内
か
ら
は
、
今
も
宇
多
津
の

町
と
瀬
戸
内
海
の
島
々
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

【
和
歌
10
】

　
う
た
づ
か
た

　
此
の
松
か
げ
に

　
風
立
て
ば

　
島
の
あ
な
た
も

　
一
つ
白
浪

　
眼
下
に
は
宇
多
津
の
潟
が
広
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
茂
っ
て
い
る
松
林
の
間
に
風
が
吹

け
ば
、
遙
に
見
渡
せ
る
島
々
の
彼
方
に
も
白
波
が
一
つ
く
ら
い
は
立
と
う
と
い
う
も
の
だ
。

　
道
範
は
、
宇
多
津
の
「
山
に
登
り
て
見
渡
し
て
」、
こ
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
道
範
の

登
っ
た
山
と
は
、
青
ノ
山
山
頂
で
は
な
く
、
円
通
寺
の
現
境
内
や
旧
境
内
の
あ
っ
た
と
伝

え
る
三
ツ
岩
、
さ
ら
に
安
国
寺
（
長
興
寺
）
が
あ
っ
た
斜
面
地
の
裏
山
に
あ
た
る
丸
山
（
青

ノ
山
東
麓
の
支
丘
）
で
あ
ろ
う
。「
う
た
づ
か
た

�

�

」
は
、「
宇
多
津
の
側
」
と
い
う
意
味
も

写真２　丸山から宇多津を眺める（左背後は塩飽本島）
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な
る
こ
と
が
分
る
。
そ
の
印
象

と
し
て
は
、
金
剛
三
昧
院
本
の

方
が
書
体
・
紙
質
と
も
に
中
世

的
な
要
素
が
認
め
ら
れ
る
よ
う

で
あ
り
３

、
伝
来
の
状
況
か
ら

し
て
も
金
剛
三
昧
院
本
が
良
学

房
英
義
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

書
写
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
よ
う
。
お
そ
ら
く
洲
崎
寺
本

は
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
金
剛

三
昧
院
本
を
写
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
洲
崎
寺
本
に
は
、
書

写
に
あ
た
っ
て
の
欠
落
部
分

（
阿
波
大
寺
か
ら
讃
岐
大
津
賀

に
至
る
件
）
が
あ
る
た
め
、
こ

う
し
た
箇
所
に
留
意
し
た
書
誌

学
的
な
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
洲
崎
寺
は
、
源
平
合
戦
の
際
に
境
内
を
焼
失
し
た
後
に
紀
伊
国
に
移
転

し
、
松
生
院
蘆
辺
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
て
い
た
が
、
八
栗
寺
の
願
い
に
よ
り
一
六
九
九

（
元
禄
一
二
）
に
再
興
さ
れ
た
と
い
う
（『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』）。
紀
伊
の
蘆
辺
寺
は
、

浅
野
家
や
紀
州
徳
川
家
の
庇
護
を
受
け
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
史
的
背
景
に
洲

崎
寺
本
の
伝
来
を
重
ね
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
．
道
範
の
心
象
世
界―

和
歌
を
鑑
賞
す
る―

【
概
観
】

　
中
世
の
他
の
紀
行
と
同
じ
く
、『
南
海
流
浪
記
』
の
構
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
が
、
三
四
首
の
和
歌
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
道
範
が
詠
ん
だ
の
は

二
四
首
。
残
り
一
〇
首
の
内
訳
は
、
西
行
（
一
首
）、「
淡
路
に
と
ゞ
ま
る
人
」（
二
首
）、

称
名
院
主
念
々
房
（
二
首
）、
善
通
寺
の
三
品
房
（
五
首
）
で
あ
る
。

　
西
行
の
和
歌
（
13
）
は
、
善
通
寺
南
大
門
前
に
あ
っ
た
老
大
松
の
下
で
籠
居
し
た

西
行
の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
る
「
装
置
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
淡
路
に
と
ゞ
ま
る
人
」
と
は
、
京
都
か
ら
淡
路
の
岩
屋
ま
で
同
道
し
て
同
国
へ
と
配

流
さ
れ
た
高
野
山
の
僧
で
あ
り
、
讃
岐
に
到
着
し
て
か
ら
二
度
、
和
歌
を
贈
っ
て
い
る

（
８
：
仁
治
四
年
二
月
一
四
日
、
15･

16
：
寛
元
二
年
八
月
）。
そ
の
う
ち
後
者
の
二
首

に
対
す
る
返
し
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
17･

18
）。
念
々
房
・
三
品
房
は
、
道
範
が
親
し

く
交
友
し
た
地
元
の
僧
侶
で
あ
り
、
こ
の
時
の
配
所
（
善
通
寺
）
を
中
心
に
し
た
真
言

系
宗
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
道
範
の
和
歌
は
、
作
品
と
し
て
の
完
成
度
は
さ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、

本
歌
を
踏
ま
え
つ
つ
自
ら
の
体
験
や
所
感
を
表
現
し
た
と
い
う
点
で
、『
南
海
流
浪
記
』

を
読
み
解
く
に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
と
い
え
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
道
範
の
和
歌

の
評
釈
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
試
み
た
。

【
和
歌
１
】

　
都
を
ば

　
霞
の
よ
そ
に

　
か
へ
り
見
て

　
い
づ
ち
行
ら
ん

　
淀
の
川
波

　
霞
の
は
る
か
遠
方
に
あ
る
都
（
京
都
）
を
ふ
り
返
り
、
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

先
い
ず
こ
へ
向
か
う
の
だ
ろ
う
。
淀
の
川
波
そ
の
ま
ま
に
心
は
波
立
ち
、
暗
澹
と
し
て

深
く
沈
潜
し
、
不
安
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。

　
遠
国
配
流
の
処
断
を
受
け
た
身
の
深
い
悲
哀
が
、
読
者
の
心
に
ひ
た
ひ
た
と
打
ち
寄
せ

て
く
る
歌
で
あ
る
。
道
範
の
享
年
に
つ
い
て
は
二
説
（
七
四
歳
・
六
八
歳
）
あ
る
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
讃
岐
配
流
の
時
の
年
齢
は
当
時
と
し
て
は
老
境
と
い
っ
て
よ
く
、
道
範
自

身
も
「
老
後
の
流
刑
」
と
表
現
し
て
お
り
、
生
き
て
再
び
高
野
山
の
地
を
踏
む
こ
と
が
き

る
か
と
い
う
不
安
も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
仁
治
四
年
正
月
に
始
ま
っ
た
旅
は
、

都
を
出
発
し
久
我
（
京
都
市
伏
見
区
）
に
宿
泊
し
、
二
月
一
日
に
乗
船
し
て
淀
の
渡
を
過

ぎ
る
時
、「
遙
に
花
洛
の
方
」
を
望
み
、
そ
の
心
情
を
歌
に
託
し
た
の
で
あ
る
。

写真１　『南海流浪記』洲崎寺本　見返し

 

３
　

上
野
進
氏
（
香
川
県
文
化
振
興
課
）
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

（4）
－ 173 －



表１　道範の行動内容一覧

年月日 本文の記載内容 和歌
年 月 日 宿泊・滞在場所 移動区間 移動距離 行動内容 番号 作者 歌の内容

仁治４

1 25 京都 六波羅 － － 道範に讃岐配流の沙汰が下る
1 30 山城 久我 京－久我 － 都を出て久我に宿す
2 1

摂津
神崎 久我－神崎 － 淀の渡から船に乗り神崎橋下に宿す 1 道範 都をば　霞のよそに　かへり見て　いづち行らむ　淀の河波

2 2 筒井 神崎－筒井 ５里（陸） 神崎を立ちて筒井に至る

2 3

淡路

石屋（岩屋）
筒井－石屋 ６里余（陸）小屋福原を過ぎ、須磨・垂水を経て石屋の渡から石屋へ 2 道範 流れ行く　身にしあらずは　須磨の浦　泊まりて夜半の　月は見

てまし

絵島 － 夕方、石屋并絵島を巡見し、絵島明神を参詣し、法施法楽す 3 道範 見るばかり　いかゞかたらむ　絵島かた　むべしを神は　爰にす
みける

2 4 八木宿（国
府）

石屋－滝ノ口 ７里（海） 石屋を立ち船に乗り、滝ノ口に至りて下りる 4 道範 離れくる　高野の山の　かすみをも　今日ばかりやは　眺め暮ら
さん

滝ノ口－国府 ３里（陸） 船を下り、淡路の八木の国府に至る 5 道範 さらぬだに　ね覚おほかる　草枕　まどろむ夢を　ふく嵐哉

2 6 福良の泊 国府－福良泊 ３里（陸） 国府を立ち、福良の泊に至る。風悪しく３日間逗留する
6 道範 おきつ風　福良が磯に　日数経て　ならわぬ浪に　ぬるゝ袖かな
7 道範 行さきを　我が古郷に　あらなくに　爰を旅とは　何いそぐらん

2 10 阿波 大寺
福良－佐伊田 ３里余（海）福良を立ち阿波の戸を渡り、佐伊田に下る
佐伊田－大寺 － 舟を下りて大寺に宿す

2 11

讃岐

大津賀 大寺－大津賀 ９里余（陸）大寺を立ち大坂越して、大津賀に至る
2 12 讃岐国府 大津賀－国府 ６里（陸） 庁の沙汰として祇候あり
2 13 守護所 国府－守護所 ２里（陸） 国府を立ち、守護所に至る。淡路の知人へ歌を贈る 8 道範 天が下　何墨染めの　袖ならん　老の波にも　流れぬる哉
2 14

鵜足津

守護所－鵜足津 － 守護所から御家人橘高能のもとへ預けられる

2 15 － － 在家５・６丁引き上がり、堂舎１宇僧坊少々ある所に移され
る 9 道範 寂しさを　いかで耐えまし　松の風　浪も音せぬ　住家なりせば

2～3 － － －
後の山に登り海上の島々を眺望し、加持法を行う
浦に出て鱗類の回向を施す
山に登って見渡して歌を詠む 10 道範 うたづかた　此の松かげに　風立てば　島のあなたも　一つ白浪

3 21 善通寺 鵜足津－善通寺 － 善通寺に参詣し、法華講・童舞を見聞し、御影堂で通夜 11 道範 高野山　岩のむろ戸に　澄む月の　此ふもとより　出けるかさは
3 22 鵜足津 善通寺－鵜足津 － 鵜足津に帰る

寛元１

9 15 善通寺 鵜足津－善通寺 － 善通寺に移住し、誕生所の傍らの庵に住まう
9 21 行道所 善通寺－行道所 － 弘法大師の行道所を参詣 12 道範 鷲の山　常に住むなる　夜半の月　来りて照らす　峯にぞ有ける

10 －

善通寺

－ － 南大門から南方の名山を眺望し、西行の古大松を観ずる
13 西行 ひさに経て　我が後の世を　問へよ松　跡忍ぶべき　人もなき身

ぞ
14 道範 ちぎり置て　西へ行きける　跡に来て　我も終わりを　松の下風

寛元２

1 － － － 童舞装束、発願文のこと
6 15 － － 田所入道の夢想のこと

8 － － － 淡路の知人への文を修験者に託す

15 道範 君はなを　見てやなぐさむ　離れぬる　高野の山の　峯の白雲
16 道範 世に出て　自らとむる　影よりそ　入にし月の　形をも見る
17（淡路）高野山　峯の白雲　跡絶へて　むなしき空に　雨ぞこぼるゝ
18（淡路）入月も　ひかりや共に　ならふらん　自らとめし　影にうつりて

寛元３

12 16 － － 高野山浄菩提院の阿闍梨尚祚死去の報を受け、嗚咽悶絶す 20 道範 高野山　流れし水も　かれぬなり　草木はいかゞ　たねをきさら
ん

12 18 － － 高野山から阿闍梨法性死去の報を受け、悲泣哀慟する

12 19 － － 阿弥陀護摩を始め、法性の菩提を弔い、50日に及ぶ 19 道範 かたがたの　もとのしづくは　散ぬなり　いつか我身の　末の白
露

宝治２

4 － － － 京から仏師を招き模写した善通寺御影を高野山に送る（～6
月）

10 27
伊予 寒川

善通寺－寒川 － 寒川の地頭の建立した一堂の三尊供養の導師を勤める。途
中、比女の八幡に立ち寄る 21 道範 楠の木も　本の悟りを　開きつゝ　仏の身とも　成りにけるかな

10 28 － － 舞楽を見る
10 29

讃岐

琴曳の宮 寒川－琴曳 － 還向の途中で琴曳きの宮に参詣する 22 道範 松風に　昔のしらべ　かよひ来て　今に跡ある　琴曳の山
11 17 尾背寺 善通寺－尾背寺 － 尾背寺に参詣する

11 18
称名院 尾背寺－称名院 － 善通寺に戻る途中、称名院に参詣し、不在の念々房に歌を贈

り、後日返しをもらう

23 道範 九の　草の庵と　見しほどに　やがて蓮の　台となりけり
24 道範 九の　草の庵に　とめをきし　心いざなへ　海の西まで
25 念々房 結び置く　草の庵の　かひあれば　今は蓮の　台とぞ聞く
26 念々房 九の　草の庵に　とゞめけむ　君の心を　たのむ我身ぞ

滝寺 称名院－滝寺 － 滝寺に参詣する

12 14 － － － 称名院三品房に書状を送り、返状をもらう

27 三品院 君ならで　誰か覚らん　草の庵　やがて蓮の　台なりとは
28 三品院 九品の　蓮の露に　やどりけん　月の光を　見るぞかなしき
29 三品院 とゞめけん　心の底を　しるべにて　此山里に　住人もがな
30 三品院 いかゞして　君が御法の　灯を　闇きみ山の　庵に照さん
31 三品院 君がたのむ　寺の昔の　聖りこそ　此山里に　住家しめけれ

建長１

5 8

善通寺

－ － 誕生院の鎮壇を行う
6 8 － － 諸国流人赦免の院宣旨・六波羅下知状・長者書状を受け取る
6 12 － － 病を得て、40数日を経る

7 － － － 帰山に際して、知人に歌を贈り、返状をもらう

32 道範 七年の　絶えぬむすびの　末の露　おなじ蓮の　上にあそばん

33（知人）末の露　おもひ定めぬ　身にしあれど　問ふことのはに　かゝら
ざらめや

34（知人）頼め置きし　法のしるべの　灯の　重ねて照らす　峯を尋ねん

7 22、
23 － － 病が小康となり、白峯寺より入壇伝法の依頼を受ける

7 29
白峯寺

善通寺－白峯寺 ５里（陸） 白峯寺に至る
8 4 － － 入壇伝法する
8 6 － － 本堂修理供養・曼荼羅供を勤める
8 7 白山 白峯寺－白山 ６里（陸） 白峯を立ちて白山に至る
8 8 引田 白山－引田 ６里（陸） 白山を立ちて引田に至る

8 9
阿波 紀津 引田－紀津 ６里（陸） 引田を立ちて阿波の大坂を越へ紀津に至る

淡路
福良 紀津－福良 ４里（海） 即日酉、始めて船に乗り牟野口を渡り福良に付く
賀集 福良－賀集 １里（陸） 子の時許り、淡路国賀集に至る

8 14
由良 賀集－由良 ７里（陸） 賀集を立ちて由良に至る

紀伊

大谷 由良－大谷 ３里（海）、
11里（陸） 由良渡戸を立ちて、大谷に至る

8 16 麻生津 大谷－麻生津 11里（陸） 大谷を立ちて麻生津に至る
8 17

高野山
麻生津－高野山 ５里（陸） 山に登る

8 21 － － 奥院に参詣
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さ
れ
て
い
る
１

。

【
諸
本
の
存
在
】

　『
南
海
流
浪
記
』
に
は
、
写
本
と
版
本
が
複
数
存
在
し
て
い
る
。
年
紀
が
判
明
し
て

い
る
写
本
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
①
一
五
九
七
年
（
慶
長
二
）
に
良
学
房

英
義
に
よ
る
写
本
。
高
野
山
金
剛
三
昧
院
本
と
洲
崎
寺
本
が
あ
る
。
②
一
七
六
六
年

（
明
和
三
）、
滋
野
井
公
麗
に
よ
る
写
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
本
）。
③
一
八
三
一
年
（
天

保
二
）、
祐
徳
に
よ
る
写
本
（
祐
徳
本
）。

　
版
本
に
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
④
一
八
五
一
年
（
嘉
永
四
）、
道
猷
の
校
訂
に

よ
る
版
本
（
嘉
永
四
年
本
）、
⑤
一
八
五
二
年
（
嘉
永
五
）
の
版
本
（
嘉
永
五
年
本
）。

【
洲
崎
寺
本
の
成
立
】

　
現
在
、
洲
崎
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
南
海
流
浪
記
』（
洲
崎
寺
本
）
に
は
、
伝
来

に
つ
い
て
の
情
報
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
見
返
し
部
分
に
以
下
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
　
　

慶
長
二
年
丁
酉
卯
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
義
良
学
房

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

智
荘
厳
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
寺
改
印

　
こ
の
記
載
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
一
五
九
七
年
（
慶
長
二
）
四
月
五
日
に
良
学
房
英
義

が
書
写
し
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
金
剛
三
昧
院
本
も
同
日
同
人
の
書

写
と
さ
れ
て
お
り
、
良
学
房
英
義
か
ら
智
荘
厳
院
を
経
て
金
剛
三
昧
院
に
渡
っ
た
と
す

る
伝
来
が
知
ら
れ
て
い
る
２

。

　
金
剛
三
昧
院
本
に
つ
い
て
は
実
見
し
て
い
な
い
た
め
、
洲
崎
寺
本
と
の
異
同
に
つ
い

て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、『
特
別
展

　
空
海
誕
生
の
地

　
善
通
寺
』
に
掲
載
写
真
（
二
頁
分
）
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
書
体
と
紙
質
が
異

▲

▲

▲

白峰寺白峰寺

大寺大寺
引田引田

白山白山

国府国府

大津賀
　=大塚
大津賀
　=大塚

松本駅家
　（下り松廃寺）
松本駅家
　（下り松廃寺）

大津賀
　＝富田茶臼山古墳
大津賀
　＝富田茶臼山古墳

引田駅家引田駅家

郡頭駅家郡頭駅家

甲智駅家甲智駅家

三谷駅家三谷駅家

0 5ｋｍ

▲ 復路
・・・南海道の駅家推定地

往路立ち寄り先・・・
復路

『南海流浪記』記載の道範の往復経路・・・ 往路

図１　道範の旅程

 

１
　

以
上
の
記
述
は
、『
国
史
大
辞
典
』（
福
田
秀
一
執
筆
）、
田
中
健
二
２
０
１
１
「
鎌
倉
時
代
の
流
人
の
日

記
『
南
海
流
浪
記
』
に
見
る
讃
岐
の
姿
」『
香
川
県
立
文
書
館
紀
要
』
第
一
五
号
を
参
考
に
し
た
。

２
　

渋
谷
啓
一
２
０
０
６
「
南
海
流
浪
記
」『
特
別
展

　
空
海
誕
生
の
地

　
善
通
寺
』
香
川
県
歴
史
博
物
館
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史
料
紹
介

　『
南
海
流
浪
記
』
洲
崎
寺
本

高
橋
德
・
安
藤
み
ど
り
・
佐
藤
竜
馬

は
じ
め
に

　
讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
で
は
、
国
庁
跡
の
位
置
の
特
定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
讃
岐
国
府

の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
松
山
津
や
南
海
道
に
つ
い
て
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
主
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。
以
下
で
紹
介
す
る
『
南
海
流
浪
記
』
は
、

①
「
サ
ヌ
キ
ノ
国
府
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
、
鎌
倉
時
代
の
讃
岐
国
府
に
つ
い
て
記
し

た
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
、
②
著
者
で
あ
る
道
範
の
讃
岐
下
向
の
経
路
が
南
海
道

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
か
ら
、
当
事
業
に
と
っ
て
も
資
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
史
料
で
あ
る
と
考
え
、
高
橋
・
安
藤
が
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
『
南
海
流
浪
記
』
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
近
世
の
写
本
・
版
本
が
複
数

あ
り
、
こ
れ
ら
を
翻
刻
・
校
訂
し
た
活
字
本
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
史
料

紹
介
す
る
こ
と
は
屋
上
屋
を
架
す
の
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
洲
崎
寺
（
高
松
市

牟
礼
町
）
所
蔵
の
写
本
（
以
下
、
洲
崎
寺
本
と
す
る
）
が
戦
前
の
『
香
川
叢
書
』
で
は

校
訂
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
重
要
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
洲
崎
寺
本
そ
の
も
の
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
『
南
海
流
浪
記
』
は
、
讃
岐
の
中
世
の
様
子
を
具
体
的
に
伝
え

る
史
料
と
し
て
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
が
、
多
く
は
部
分
的
な
内
容
の
紹
介
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
史
料
の
文
字
を
追
う
記
述
的
な
検
討
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
背
景
を
含

め
た
分
析
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
か
な
資
料
性
を
帯
び
る
も
の
と
考

え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
以
下
で
は
ま
ず
、
洲
崎
寺
本
な
ら
び
に
諸
本
か
ら
読

み
取
れ
る
事
象
を
挙
げ
て
解
題
に
代
え
、
そ
の
後
に
洲
崎
寺
本
の
翻
刻
と
書
き
下
し
を

掲
げ
る
も
の
と
し
た
い
。

一
．『
南
海
流
浪
記
』
洲
崎
寺
本
に
つ
い
て

【『
南
海
流
浪
記
』
の
内
容
】

　『
南
海
流
浪
記
』
は
、
高
野
山
正
智
院
の
阿
闍
梨
・
道
範
（
？
〜
一
二
五
二
年
、
建

長
四
）
が
記
し
た
紀
行
で
あ
る
。

　
一
二
四
二
年
（
仁
治
三
）
に
高
野
山
と
そ
の
末
寺
で
あ
る
伝
法
院
（
後
の
根
来
寺
、

本
文
冒
頭
で
「
末
院
」「
彼
の
凶
党
」
と
見
え
る
）
と
の
争
い
が
、
伝
法
院
の
焼
亡
を

も
た
ら
し
、
六
波
羅
探
題
の
裁
定
を
受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
六
波
羅
の
裁
定

は
、
高
野
山
側
の
非
を
認
め
、
関
係
者
三
〇
数
名
の
配
流
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

道
範
は
讃
岐
へ
の
配
流
と
さ
れ
た
。
一
二
四
三
年
（
仁
治
四
）
一
月
三
〇
日
、
淡
路
守

護
所
の
牧
野
四
郎
左
衛
門
に
護
送
さ
れ
て
都
を
出
た
道
範
は
、
二
月
一
三
日
に
讃
岐
守

護
所
に
到
着
し
、
以
後
、
宇
多
津
・
善
通
寺
と
居
所
を
変
え
、
一
一
四
九
年
（
建
長
元
）

に
赦
免
さ
れ
て
高
野
山
へ
戻
る
ま
で
の
様
々
な
体
験
や
見
聞
を
記
し
た
。

　
道
範
の
文
章
は
、
漢
文
と
和
漢
混
淆
文
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
同
時
期
の
公
家
の
手

に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
『
東
関
紀
行
』
が
仮
名
文
で
記
さ
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
な
、

学
僧
ら
し
い
表
記
形
式
と
い
え
る
。

　
巻
末
に
は
、
①
一
二
五
八
年
（
正
嘉
二
）
一
〇
月
に
「
後
の
た
め
」
に
道
範
の
文
を

写
し
た
こ
と
、
②
写
し
た
内
容
以
外
に
も
多
く
の
文
章
（
記
録
）
が
あ
っ
た
が
、
省
略

し
た
こ
と
、
が
記
さ
れ
て
い
る
。
道
範
の
死
去
か
ら
六
年
後
に
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
「
披
見
、
念
仏
を
唱
へ
ら
る
べ
き
者
な
り
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道

範
の
七
回
忌
を
契
機
に
写
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
道
範
が
記
し
た
原
本
が
あ
り
、
そ
の
内

容
を
後
人
（
お
そ
ら
く
高
野
山
の
学
僧
な
ど
の
関
係
者
）
が
取
捨
選
択
・
編
集
し
て
成

立
し
た
の
が
『
南
海
流
浪
記
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
善
通
寺
に
関
す
る
記

載
（
伽
藍
や
周
辺
の
景
観
、
弘
法
大
師
御
影
の
こ
と
、
誕
生
院
の
こ
と
な
ど
）
が
多

く
、
ま
た
周
辺
の
真
言
系
寺
院
に
赴
い
た
こ
と
（
伊
予
国
寒
川
地
頭
建
立
寺
院
の
供
養

導
師
、
尾
背
寺
へ
の
参
詣
、
白
峯
寺
で
の
入
壇
伝
法
な
ど
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
讃
岐
滞
在
時
の
道
範
の
業
績
を
顕
彰
す
る
こ
と
に
取
捨
選
択
の
基
準
が
あ
っ
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
な
お
末
尾
に
は
、
一
二
七
七
年
（
建
治
三
）
二
月
一
八
日
に
も
写
さ
れ
た
こ
と
が
記
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